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園原結縁は、ちょっとクールな女の子。
同居しているイケメンな兄の影響で、男の上半身くらいでは動じなくなっていた。

そんな彼女は、とある大雨の日に見慣れない黒猫と出会う。
それは、学校から帰ろうとしていた時の事。
鮮やかな瑠璃色の瞳と艶のある漆黒の毛並みを持つ黒猫は、雨に打たれながら彼女を見つめていた。

その後、突然目の前で倒れてしまったその黒猫を、彼女は連れ帰る。

一見、普通の猫。
しかし、どこか不思議な気がしてならない。

動物病院へ連くという約束のもと、母の承諾を得て、黒猫を自分の部屋へ連れ、同じベッドで寝る事にした。

そして翌朝。
目を覚ました彼女の前に居たのは、黒猫ではなく見知らぬ美しい男の人。
純粋で無邪気なその青年は、艶のある漆黒の髪に、鮮やかで美しい瑠璃色の瞳を持っていた。

彼は、自分がわけあって黒猫だった事を明かす。
更に、違う世界から来た王子という事も。
そして、最後に紡がれた言葉。

『貴女を幸せにします』


それからというもの、同居している兄や天然な母まで巻き込んで、ほのぼのとした恋愛物語が始まる。
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登場人物紹介



・園原結縁(そのはらゆえ)
17歳　162㎝
主人公。
基本的に冷静でクール。男の上半身くらいでは動じない。
兄への態度はＳっ気を含むが、それは好きの裏返し。
黒猫姿のルーアを不思議に思って拾い、連れ帰る。


・ルーア・エヴィログ
19歳　172㎝
エヴィログ王国の王子様。魔法使いと獣人(猫)のハーフ。
艶やかな漆黒のストレートヘアと潤んだ瑠璃色の瞳を持つ。
雨の日に結縁の世界に飛ばされ、黒猫姿で雨に打たれていたところ結縁に拾われる。
普段は美青年の姿だが、水道水に濡れると猫耳と尻尾が生える。雨に濡れると黒猫になる。
純粋かつ無邪気。


・園原理狗(そのはらりく)
22歳　183c
結縁の兄。染めたオレンジ色のショートヘアーと鋭い目付きを持つイケメン。
イケメン店員しかいないステーキハウス『ＳＴＡＲＲＹ・ＨＥＡＶＥＮｓ』の店長。
言葉遣いが乱暴。誰かが倒れたり動かなくなると、すぐに「死んだのか？」と言う悪い癖がある。根はイイヤツ。


園原明里(そのはらめいり)
36歳　166cm
結縁達の母。年齢を感じさせない美魔女。読者モデル。
おっとりのんびりしていて、あまり動じる事がない。
深い事は考えない。
猫好きのイケメン好き。ルーアを一目で気に入る。


ノーイ・エヴィログ
21歳　178cm
ルーアの兄。魔法使い同士の間に産まれた美青年。
エヴィログ王国の次期国王。
普段は無愛想で笑わないが、ルーアの前では笑うらしい。


日向慧斗(ひゅうがけいと)
21歳　180㎝
濡れ羽色の髪に濡れ羽色の細縁眼鏡がトレードマーク。
理狗が店長を務める『ＳＴＡＲＲＹ・ＨＥＡＶＥＮｓ』の副店長兼ホール責任者。
男性も女性も愛するバイセクシュアルなインテリ系美青年。



第一話　雨と黒猫
　とある高校二年生の教室。

「……」

　窓際の席に座る私は、何気なく窓の方へと視線を向け、ボーッと外を眺めていた。
　朝は晴れていたのに、気付けば外は薄暗く、地を叩く雨音が窓の向こうから響いている。
　
　……そういえば、午後は天気が急変するって言ってたっけ。

　朝のニュースなんて、学校へ行く支度をする間のＢＧＭにしかならないはずなのに、私の頭は天気予報を覚えていたらしい。
　しかし、傘は忘れてしまった。
　これでは覚えていても意味がない。

　……参ったなぁ。

　梅雨は去ったというのに、時折不意討ちを掛けるように降ってくるのだ。
　私は、机に頬杖をつき、肩を落とすように溜め息を吐いては、迎えに来てくれる兄の車まで、どうやって向かおうか。と考え始めた。
「園原、何ボーッとしてんだ？」
「え……」
　ふと、担任に名を呼ばれ、私は視線を教壇へと向けた。
　そこで気が付いた。クラスメイトは、皆、席を立っている。
　状況を読めていない私に、担任がハッキリと言葉を紡いだ。
「起立だ」
「あ……はい」
　ホームルーム中だった事を忘れていた私は、微かな焦りを見せつつ、静かに席を立った。

　――。

　帰りのホームルームを終えて、昇降口へと向かう。
　部活動への参加者が多い中、私は帰宅部を選んだ。
　高校一年目は、『日本色彩同好会』という、日本の色について調べたりするだけの、小さな同好会に所属していた。
　しかし、二年に上がってからは帰宅部へと移動した。
　理由は、バイトを始めたから。勿論、学校には許可を貰っている。
　なぜなら、高校を卒業後、独り暮らしをすると決めているから。
　その為に、僅かながらの資金繰りくらいは自分でしておかなければ、堂々と親に独り暮らしの宣言を出来ない。
　そして、今日もバイトがある。
　私は、下駄箱に上履きを仕舞い、取り出した靴を履いて、昇降口の屋根ギリギリまで歩み出た。
　ザーッ！　と、途切れる事のない音が鳴り響いている。
　アスファルトに打ち付ける雨粒が、跳ねて小さな飛沫を上げる。
　それが幾重にも続いている様子を見れば、傘を差しても、靴がびしょ濡れになるのが必死だと解る。
「やだなぁ……」
　流石に、ここを傘なしで出る勇気はない。
　一旦、引き返そうと踵を返した、その時だった。

「にゃぁ……にゃぅん……」

　……！？

　背後から聞こえたのは、猫の鳴き声。
　私は慌てて振り返った。
　向けた視線の先。雨の降りしきるアスファルトの上に、スラッとした黒い猫が姿勢よく座っている。
　雨に打たれながら、此方をじっと見つめている。
「……猫？」
　先程まで居なかったはずの黒猫。
　一体、どこから現れたのだろうか。
　雨に濡れる事を嫌がらず、ただじっと私を見つめている。
　
　……何か、言いたいの？

　なぜか、そんな気がする。
　それに気付いた時には、もう私の足は雨水の躍るアスファルトへと向かっていた。
　制服や髪が容赦なく濡らされていく中、黒猫の前にしゃがみ込んだ。
　黒猫は逃げる素振りも見せず、しゃんと座ったまま、鮮やかで鋭い瑠璃色の瞳を、私に向けている。
　雨に濡れて流れてはいるものの、短毛ながら綺麗な毛並みを持っている事が解る。その様子から、野良猫ではなさそうだと判断した。
　しかし、私はこの黒猫を飼った見覚えはない。
　近所で見掛けた覚えもない。
　なぜ、私の前に現れたのだろうか？
　辺りに響くのは、雨粒の大合奏。
　その協和音に囲まれながら、黒猫と見つめ合う私。
　
「結縁、お前何やってんだ？　傘忘れたのか？」
　
「えっ……あ、お兄ちゃん」
　不意に、敷地の入り口方面から聞き慣れた声が響き、私はしゃがんだまま視線を向けた。
　そこには、傘を差して此方へと歩み寄るオレンジ色したショートヘアーの美青年。もとい、私の兄、園原理狗が居た。勿論、髪は染めている。
「お前、馬鹿だろ？　風邪引くぞ？」
　兄は、すぐ傍まで歩み寄ると、私がこれ以上濡れないよう、傘に入れてくれた。
「ありがとう。でも、猫が……あっ」
　視線を兄から黒猫へと戻した途端、それまで姿勢を崩さず座っていた黒猫が、その場に横倒れとなってしまった。
　きっと、雨に打たれすぎて体力に限界が来たのかも知れない。
　私は、慌てて抱き上げた。
　早い鼓動が伝わってくる。
　兄が隣でしゃがみ、黒猫を抱える腕の中を覗き込んだ。
「死んだのか？」
　これは兄の悪い癖。倒れて動かないものを見ると取り敢えず『死んだのか？』と訊いてくる。縁起でもない。
　しかし、私は慣れたもの。首を横に降って相手に視線を向けた。
「生きてるよ。……ねぇ、連れ帰っても良いかな？」
「俺に訊くな。全ての権限は母さんが持ってんだから。つーか、猫の心配してる余裕ねぇだろ？　お前が風邪引くぞ？　バイトもあるんだろ？」
　兄は、そう言って立ち上がった。少し遅れて、私も立ち上がる。
　あれ程、傘なしでは出たくなかったのに、今はもう上から下まで満遍なくびしょ濡れだ。
　そこで漸く、私は我に返ったようにハッとした。
「びしょ濡れ……」
　洩れた一言に、兄が呆れて言い返す。
「今更気付いたのかよ。おせぇよ。取り敢えず車乗れ。……あーもう……新車に買い替えたばかりなのに……」
　後半の嘆きは聞こえないフリをして、傘から出ないように兄の横を歩き、送迎車用の駐車場へと向かった。
　
　――。

「ちょっと待ってろよ」
　そう言って、兄は私を先に後部座席へと乗せてくれた。
　最近買い替えたばかりのこの車は、マルエという外車メーカーのセダンらしい。インジェニーという名前の高級車だって言ってた。
　恐らくは、革製のシート。嘆くのも無理はない。濡らしてごめんねと思いつつも、私は腕の中でグッタリとしている黒猫へと視線を落とした。
　その時、すぐ傍の扉が開き、毛布が私の膝上に放られる。
「それで身体包んどけよ」
　そう言って扉を閉めると、兄は、そのまま運転席へと回り、すぐに乗り込んだ。
「お前さ、バイト何時から？」
　発進前に問われ、ルームミラー越しに相手と視線を交わらせる。
「五時から八時までだよ」
　八時までしか働いてはいけないため、八時まで。
　しかし、問題はそこではない。
「間に合うのかよ。あと一時間ちょいだぞ。少し腹に入れてから、風呂も入れよ。身体冷えてんだろうから」
　呆れたように溜め息を吐きながら、何とも優しい言葉を掛けてくれた。
　私は、相手の言葉に頷いてから、視線を前へと向けて車を発進させた相手に問い掛ける。
「何か食べ物ある？」
　その問いに、一瞬ルームミラー越しに此方へと視線を向けてから、兄が口を開いた。
「ねぇよ。あっても車で食えると思うな」
　思った通りの反応だった。
「ですよねー」
　そう軽く返して、会話はそこで終了。
　毛布を纏い、そのまま自宅へと運んで貰う。
　その間も、激しく車体に打ち付ける雨の音が、ひっきりなしに響いていた。
　
　――。

　十分程で自宅に着き、私は急いで玄関へと向かった。
　猫は任せろ。先に行け。と、兄に言われてきたのだ。
　鞄だけを片手に、玄関扉を開いた。
「ただいまぁ」
　すると、すぐに母親がやって来た。
　主婦業の傍ら、読者モデルをやっている母、園原|明里。兄は母似に違いない。
　私の出で立ちを見るや否や、驚きを顕に目を丸くした。
「おかえり……って、ちょっと、何その格好。傘忘れたの？」
　私は、靴を脱いで靴下も脱ぎながら、母の問いに頷いた。
「うん、忘れちゃった」
「あらら、全身びしょ濡れじゃない。ちょっと待ってて」
　そう言って、一旦洗面所へ向かうと、バスタオルを二枚持って戻ってきた。
　一枚を床に敷き、もう一枚を差し出される。
　差し出されたそれを受け取り、髪を軽く拭ってから、制服の上から滴らない程度に水気を拭った。
　その様子を見つめていた母が、心配そうに声を掛ける。
「制服干しておきなさいよ。今夜中も雨なんだから」
　と母が告げたところで、玄関扉が開かれた。
「ただいま」
　入ってきたのは、毛布に包まれた猫を抱いた兄。それを見て、母が当然の質問を投げ掛ける。
「理狗、おかえり。その毛布は何なの？」
「結縁に訊けよ。俺ちょっと車の中拭いてくる」
　毛布の塊を私に手渡し、兄はまた出て行ってしまった。
「何なの？」
　母の問い掛けに、私は簡略的な答えを紡ぐ。
「猫」
「猫？　どれ？　見せて」
　興味津々の様子。そう言えば、母は猫が好きだった。
「雨の中で見つけたの」
　そう言って、私は毛布の中を見せてみた。瞼を伏せた黒猫が、横たわっている。
「あら、ホント。大分成長してるのねぇ。それで何？　拾って連れてきたの？」
「連れてきちゃった。だって、私の事をじっと見てたんだよ。しかもね、毛並みも凄く綺麗で、全然野良猫っぽくないんだよ」
　私は、ありのままを素直に説明した。しかし、全てを信じて貰えるような内容ではない。疑いを含んだ瞳が、私を見つめる。
「じっと見てたの？　ホントに？　野良猫っぽくないって言っても、そんなの解らないじゃない。綺麗な野良猫もいるかも知れないでしょ？　もう、勝手に連れてきて。どうするの？」
　最終的に、溜め息混じりの問い掛けを受け、私は躊躇う事なく心のうちを紡いだ。
「飼いたいの。飼っても良い？　バイト頑張るから」
　真剣に、まっすぐに、母の目を見つめる。
「……全くもう。捨てるわけにもいかないじゃない……早めに病院連れていきなさいよ。解った？」
「うん！　ありがとう！」
　満面の笑みを浮かべた私に、母は苦笑して頷いた。
「仕方ないわね……その猫、看ててあげるから、お風呂に入りなさい。私はもう入ったから、お湯も溜まってるわよ」
　そう言って、猫を包む毛布を受け取ってくれた。
「臭いもないわね。本当に野良猫じゃないかもしれない。毛を乾かしてあげないと」
　毛布を両手で抱えながら洗面所へと向かった母を見送り、私は一旦リビングへ。そこで一口チョコレートを一個拝借し、私も洗面所の方へと向かう。なぜなら、その奥に浴室があるからだ。
　バイトもあるからゆっくりはしていられない。
　私は、急いで入浴の支度を済ませた。
　
　――。

「にゃぅん……にゃーん……」

「……あれ？」
　お風呂を上がり、洗面所で髪を乾かそうとドライヤーを手に取った時、リビングの方から猫の鳴き声が聞こえてきた。
「可愛いわねぇ、お名前何にしましょうかねぇ？」
　続いて聞こえてきたのは、母の声。
　どうやら、私の入浴中に大分親しくなったらしい。
　ドライヤーの音を響かせて髪を乾かし、下着を身に付け、身体に乾いたバスタオルを巻いて、二階の自室へと向かった。
　部屋に入ると、すぐにクローゼットを開けて服を取り出した。
　デニムのショートパンツに、黒のタイツ。上は白のTシャツ。
　しかし、夏と言えど、今は雨。それだけでは寒いので、黒いカーディガンを羽織る。
　軽く化粧を済ませて、支度が完了した。

　――コンコン。

　タイミング良く部屋の扉がノックされ、そのまま開かれる。
「おい、支度出来たのか？」
　少々お疲れのご様子で問い掛けられた。
「あ、お兄ちゃん。うん、出来たよ」
「すぐ来いよ。車で待ってんぞ」
　私が答えると、兄はそう言い残して部屋から去って行った。
　小さなショルダーバッグを肩に掛けて、私も、すぐにその後を追った。
「行ってきまーす！」
　玄関を出る手前でリビングに向けて声を掛けると、黒猫を抱いた母が顔を覗かせる。
「行ってらっしゃい」
　母と、母の腕の中で大人しくしている黒猫に見送られ、私は傘を手にして玄関扉を開き、兄の待つ車へと向かった。
　後部座席のドアを開き、傘を足元に寝かせてから乗り込んだ。
　扉を閉めると、車が発進した。
　特にやる事もなく、私は雨水で歪む窓の向こうを見つめる。
　考えるのは、あの黒猫の事ばかり。
　一見普通の猫だったが、何か、普通の猫とは違う気がしてならないのだ。

　……絶対、私の事を見つめていたんだけどな。

　そんな事を考えていると、あっという間にバイト先のコンビニに着いてしまった。
「じゃあ、気を付けてな。迎えに来るから電話しろよ」
「うん、ありがとう。お兄ちゃんも気を付けてね」
　傘を差し、車から降りると、手を振って兄を見送った。
　兄は、ここから程近いステーキ店で店長をしている。
　兄の働くステーキ店は、昼と夜の二回に分けて営業していて、店長と副店長が居るのは夜の営業時間のみ。そして、兄は私の送迎のために抜ける事があり、その部分は副店長が補ってくれている。
　イケメン店員だらけのステーキ店という事で、女性客の割合が高いらしい。ちなみに、私は行った事がない。
　兄の車を見送った私の後ろから、バイト仲間の声が響いた。
「結縁ちゃん、入っておいで。濡れちゃうよ」
「あ、はい！」
　私は、その声に返事をして、コンビニの裏口へと向かった。




第二話　見知らぬ男と既視感


「ただいまぁ」
　兄に送って来て貰い、本日二度目の帰宅。
　玄関扉を開けて声を掛けると、黒猫を抱いたパジャマ姿の母が出迎えてくれた。かなり機嫌が良さそうだ。
「おかえり。結縁、聞いてちょうだい。この子凄く大人しくて良い子なのよ。シャワーも嫌がらずに浴びてくれたし」
「そうなの？　凄いね」
　母は二度目の入浴をしたのだろうかと思いつつ、その腕に抱えられながらリラックスしている様子の黒猫を見つめる。鮮やかな瑠璃色の瞳も私を見つめている。
　
　……やっぱり、この黒猫は酷く人に慣れている気がしてならない。

　そう思いながら、私は靴を脱いで洗面所で手を洗い、二階の自室へと上がった。
　今度はタンスからパジャマを手にし、また洗面所へ向かう。
　そうして、私も二度目の入浴を済ませる事となった。

　――。

　入浴タイム終了。
　脱衣場に上がり、すかさず顔に張り付けた化粧水マスクを十分後に外し、髪を乾かしてからパジャマを着る。パジャマは、先に着ると汗が滲むから後回しなのだ。
　それから、リビングへと向かった。
　夕食は、バイトの合間に食べさせて貰っているので、家で食べなくても問題はない。
「お母さん、猫看ててくれてありがとう。随分元気そうだね」
　そう声を掛けながら、ソファーで黒猫を胸元に抱いて寛ぐ母の元へと歩み寄る。
「一緒に寝ようかしら」
　そう言って、母は黒猫を渡そうとしてはくれない。
「ダーメ。私が拾ったんだから」
　母の希望を切り捨て、私はその腕から黒猫を奪い、片腕で抱き上げた。
「私、勉強してから寝るけど、お母さんは？」
　問い掛けると、母は欠伸をしながら眠そうな眼差しを私に向けて、その場で思い付いたであろう答えを述べる。
「んー、理狗の帰りを待ってる」
　私は、リビングの時計へと視線を向けた。
　時刻は午後の十時前。
　兄が帰るのは、日付が変わってから。
　私は、時計を見つめながら真実を述べる。
「お兄ちゃん、あと二時間は帰って来ないと思うけど」
　そうして母に視線を戻すと、ソファーに寝転がって瞼を伏せている。私は、思わず疑問を投げ掛けた。
「ここで寝るの？」
「寝てたら理狗が起こしてくれるわよ」
　母は、少々天然なところがある。例えば、今の発言とか。だから私は、やんわりとツッコんでおく事に。
「え、それ待つって言わないよ。それじゃあ、おやすみなさい」
「はーい、おやすみー」
　かなり眠そうな甘い声色で返された。これは私が勉強している間に寝てしまう可能性が高い。
　しかし、私は踵を返して自室へと去って行った。
　寝ていても、兄が起こしてくれるから。
　そんな思考が働くなんて、私も母の子だな、とつくづく思いながら、私は階段を上がった。
　部屋へ入り、抱いてきた黒猫をベットに降ろす。
　黒猫は、降ろしたところで大人しく座った。
　
　……やっぱり、何か猫っぽくない気がする。

　そう思って首を傾げながらも、私は通学用に使っている小さいボストンバッグから数学の教科書とノートを取り出し、勉強を始めた。

　――。

　――ガチャン。

「っ……あ、やば」
　ふと、玄関扉の閉まる重厚な音が響き、落ちそうになっていた意識が一気に浮上した。
　危うく勉強しながら寝るところだったらしい。それと同時に、兄が帰った事に気が付いた。
　ベッドを振り返ってみると、黒猫は座っていた姿勢から、いつの間にか伏せの姿勢で瞼を閉じている。どうやら眠ったようだ。
　
　……私も、そろそろ寝ようかな。

　そう思い、開いていた教科書とノートを閉じては、鞄へと仕舞って立ち上がった。
　そうして、もう一度ベッドへと視線を向ける。
　猫は、起きない。
　
　……猫って、音に敏感な気がするんだけど、違うのかな？

　また首を傾げ、私は部屋を後にした。
　と、部屋を出てすぐに、仕事帰りの兄と鉢合わせ。
「お前……」
「あ、お兄ちゃん、お疲れ様。お母さんは？」
　なぜか驚きを顕に目を見開いて私を見つめる兄。
　しかし、私の言葉にはちゃんと反応してくれる。
「お疲れ。ソファーで寝てたから寝室に移動してやった。つーか、お前は早く寝ろ。明日が土曜日だからって夜更かししてんじゃねぇよ」
　なるほど。驚いた理由は、私がこの時間にも起きていた事にあるらしい。
　私は、苦笑しながら頷いた。
「うん。勉強しながらウトウトしちゃった。歯を磨いたら寝るよ、おやすみ」
「ああ、おやすみ」
　そんな軽いやり取りの末、私達はそこで別れた。
　母の部屋は一階にあり、兄の部屋は、階段から向かって私の部屋よりも奥にある。
　一番行き来の激しい人が、一番遠い部屋。
　しかし、兄が自分で選んだから仕方ない。
　それで起こされた事はないから、私は構わないけど。
　一階へと降りた私は、洗面所で歯を磨いて、自室へと戻る。
　その途中で、お風呂に向かう兄と遭遇し、そこで気不味い二度目の『おやすみ』を交わした。
　部屋に入り、ベッドで眠る黒猫を一旦抱き上げて、掛け布団を捲り、隣に寝かせた。
　しかし、黒猫は相変わらず目を覚まさない。

　……まぁ、いっか。明日、病院連れて行くし。

　そんな事を気楽に考えながら、私はリモコンで部屋の電気を消し、黒猫と一緒に掛け布団を被って寝に就いた。

　――。

「……て。……よう」

　……声が、聞こえる。

　私の意識は、急浮上した。
　ゆっくりと、瞼を開く。
「起きて。おはよう。朝だよ」
　掛けられたのは、優しい声色。
「……お兄ちゃん……おはよう……」
　寝惚け眼で見つめる先には、髪を黒く染め直し、瑠璃色のカラコンを着けた兄が……。
「えっ……！？」
　そこで脳が覚醒して、私は飛び起きるように上体を起こした。

　……お兄ちゃんじゃない！

　兄は、カラコンなどしない。
　こんな優しそうな声も顔もしていないし、こんなに色男でも……あるけど。兄ではない。
　だとしたら、思わず見惚れてしまいそうな程に無邪気で優しい笑みを浮かべている、この美青年は一体誰なのか。
　探るような視線で見つめていると、相手が口を開いた。
「やっと起きてくれた。突然ごめんね。ちょっと、服を貸して貰えないかな？」
　そう私に問い掛けては、微かに頬を赤く染め、視線を逸らす。
「えっ……服、ですか？」
　問い掛けは無視出来ない。警戒しながらも、恐る恐る問い返した。
　すると、美青年は眉尻を下げ、申し訳なさそうな笑みを浮かべて事の次第を紡ぎ始める。
「俺、この世界に来て、いきなり黒猫になっちゃって……。どうやら、この世界の雨に触れると、俺は猫になっちゃうらしいんだ。丁度、この世界に来たタイミングで猫になっちゃったんだけど、着ていたものは、全部元居た世界に残してきちゃったみたいで……。だから、今、何も着ていなくて……」

『だから、今、何も着ていなくて……』

　もっと重要な事を言っていたはずなのに、なぜかその部分だけが脳内をぐるぐると廻り、思考を満たす。
　そこで漸く、私は視線を下げて相手の身なりを確認した。
　上半身は、適度に筋肉の付いた体格にキメの細かい肌。
　……っと、今はそこではない。
　改めて。上半身は、何も身に付けていない。
　では、下半身はどうなのか。
　腰から下は掛け布団に隠れていて垣間見る事は出来ないが、目の前の男は確かに言った。

『だから、今、何も着ていなくて……』

　という事は、要するに、そういう事だ。
　私の顔は、一気に赤くなった。
　青冷めなかったのは、男の身体など兄で見慣れているから。
　今でも一緒にお風呂に入る仲だから、見慣れていてもおかしくはないはず。
　問題は、この男が何者なのか。という事だ。
　目を覚まして、いきなり自分の部屋に、一糸纏わぬ見知らぬ男が居たら、普通なら怖くて叫び出しそうなものだ。しかし、今は、不思議とそうならない。
　これは、私の危機感が薄過ぎるせいなのだろうか？
　
　……違う。これは、恐らく、既視感によるもの。

　艶のある漆黒の髪と、鋭く鮮やかな瑠璃色の瞳。
　私は、この特徴に見覚えがあった。

　……まるで、昨日拾った黒猫のような……。

「あっ！　黒猫！」
　私は、ハッとして辺りを見回した。
　昨日一緒に寝たはずの黒猫の姿は、どこにも見当たらない。
「ここだよ。ここ」
　そんな言葉が聞こえ、声の主へと視線を向ける。
　嬉しそうに笑顔を溢す美青年が、自分の鼻先を指差していた。
「……え？」
　私は、目を丸くして相手を見つめる。
　黒猫が、美青年に？　
　そうかも知れないと思いつつも、やはり『現実離れ』という先入観は私の中に深く根付き、疑いの念は晴れない。
　疑いの色を含んだ瞳を向ける私に信じて貰おうと、相手は、まっすぐ真剣な眼差しを向け、再度説明をし始める。
「その黒猫、俺だよ。さっきも言ったでしょ？　雨に濡れると猫になっちゃうって。俺自身が一番ビックリだけどね。だって、声を掛けようとしたら、言葉が話せないんだもん。ほら、君が振り返ってくれた、あの時だよ」

　……私が、振り返った時……？

　それには、覚えがある。
　それは、昇降口から出るのをやめて引き返そうとした時、猫の鳴き声がして振り返ったら、そこに黒猫が居た。
　確かに、相手の言葉と合致する部分はあるが、それはどこかで見ていれば証言出来る内容だ。残念だが、信じきるための確証には至らない。
　なかなか信じて貰えず、相手は焦りを滲ませながら更に説明を続ける。
「えっと、えっと……それじゃあ……。恥ずかしいんだけど、俺、あの時緊張して全然動けなくて、途中で倒れちゃって……気付いたら、貴女のお母様に抱かれていたんだけど……」
「……」
　私は、目を見開いた。

　……この人、本当に昨日起こった事を知ってるみたい……。

　そう思うと、次第に昨日拾った黒猫のような気がしてくる。
　何度か瞬きを繰り返しながら見つめていると、相手は不安そうな視線で見つめ返してきた。
「後は……貴女が勉強をしている途中で、寝ちゃったんだ……。その後、起きられなくて……」
「それだ！」
「え？」
　少々元気をなくした声色で紡がれた相手の言葉に、私は思わず声を上げた。
　唐突の反応に、相手は目を丸くして首を傾げている。
　その可愛い仕草に見惚れてしまいそうになったが、どうにか耐えた。

　……そっか。ずっと引っ掛かっていた理由は、それだったんだ。

　道理で、猫らしくないと思っていた。
　一気に信憑性が出てきた。

　……間違いない。この人、あの黒猫だ。

　しかし、猫が人間になるだなんて、現実的に有り得ない。
　しかも、相手の説明を辿れば、違う世界から来たという、これまた現実離れをした内容が含まれていた。

　……でも。

　今の私は、『現実』という言葉の在り方に疑問を感じている。
　そもそも、『現実』とはなんだろうか。
　見た事あるもの？　夢でも想像でもない日常？
　それらの理論が正しいのならば、今、目の前で起きている事も、『現実』だ。
　相手は昨日の黒猫。だとしたら、この事も知っているはず。
　私は、口角を上げて問い掛けた。
「私が、お母さんから貴方を返して貰ったとき、私とお母さん、どっちの方が心拍数高かった？」
　それは、あの場でしか答えられない。
　なぜなら、私はお風呂上がりだったから。
　相手は、問い掛けの意味を理解するまで小首を傾げていたが、やがて嬉しそうににっこりと笑った。
「確か、貴女だったはずだよ。抱き締めて貰って、伝わってきたのを覚えてる。お母様が寝ちゃおうとしてた事もね」

　……これは、取り敢えず信じてみるしかないかも。

　私は、掛け布団の余った部分を相手の上体に軽く纏わせながら、結論を述べる。
「解りました。貴方の言葉を信じます。信じるので、なぜ私の前に現れたのか教えて下さい。そして、なぜ、ここを『この世界』と呼ぶのか。なぜ、雨に濡れて猫の姿となってしまったのか。その理由を、教えて下さい。服は、後でお兄ちゃんのをこっそり持ってくるので」
　私がそう告げると、相手は躊躇う事なく頷き、私の疑問に答え始める。
「俺は、ルーア・エヴィログ。獣人と魔法使いが共存している世界があって、その中に、魔法使いが暮らすエヴィログ王国という国があるんだけど、そこで俺は、王の子息として産まれ育ったんだ。ここと元居たところは世界が違うから、『この世界』って呼ばせて貰ってる」

　……王の子息って……王子様？

　そこはすぐに理解出来たものの、なぜそんな高位に当たりそうな立場の相手が、ここに居るのか。謎が増えた。
　驚きと疑問の入り雑じる表情を浮かべる私に、ルーアと名乗った相手は先を続ける。
「最初に猫になっちゃった理由なんだけど、恐らく、俺のお母様が獣人だから。国王の……お父様の意向で、友好関係を築くために、獣人を妃に迎えたって聞いたよ。元の世界では、水に触れると耳と尻尾だけが猫になっちゃうんだけど、この世界の雨は、俺を猫そのものにしちゃうらしい。多分ね。初めてだから絶対とは言えないんだけど」
　なるほど。それで、驚きと緊張のあまり、硬直してしまったというわけだ。
　恐らくは初めて訪れた土地で、そんな初体験をすれば、硬直もしてしまうかも知れない。
　随分と、私も大きく見えた事だろう。
　そんな事を考える私を見つめながら、ルーアは言葉を紡ぎ続ける。
「次に、俺がこの世界に来た理由。それは、お父様の連れてきた許嫁と結婚したくなかったから」
「えっ、許嫁……ですか？」
「魔法使いの中でも高貴のお嬢様らしいんだけど……俺は別に良いよ。立場も立場だからね。……でも、その許嫁には想い人がいるんだ。それなのに、無理矢理俺と結婚させようとしたお父様の事が許せなくて。だから、『自分の婚約者くらい自分で探す』って言って王室から逃げたんだけど、その途中、長い階段を降りてる時に躓いちゃって……」
　その先は、何となく読めた。遠慮がちに問い掛けてみる。
「……ここに、飛ばされちゃったの？」
「うん。でも、たまにあるんだよ、異世界に飛ばされる事。魔界とか、冥界とか。……だから、またかと思ったんだけど、その矢先、まさか人間界で猫になっててビックリしたよ。夢にも思わなかったからね」
　相手の言葉に、私は頷いた。同じ状況下で、私は耐えられる自信がない。
「……それは、そうですよね」
　しかし、そこで相手はにっこりと優しい笑みを浮かべた。
「でも、貴女のような優しい人に出逢えて良かった。それで、俺はピンと来たよ」
　一体、何の事なのか。その続きを聞こうと、私は首を傾げて相手を見つめる。
　そんな私と視線を交わらせながら、相手は満面の笑みで続けた。
「出逢ったばかりで、まだまだ解らない事だらけだけど、いずれは……」

　――ガチャッ。

　相手が言葉を紡ぐ最中、不意に部屋の扉が開かれた。
　それと同時に、相手は最後の言葉を告げる。

「俺が、貴女を幸せにします」

「……あ？」

　低い声が、ルーアの言葉に次いで響く。
　私達は、扉へと視線を向けた。
　視線で捉えたその姿に、私は表情を引き攣らせる。
「……お兄ちゃん……」
「…………」
　兄は、無言のまま怒りの形相で、妹のベッドに座る黒髪の美青年を睨み付けていた。

　タイミング良く、告白だけを耳にして……。
　



第三話　俺様な兄と仔犬な黒猫王子


「テメェ……どこから涌いて出やがった？　結縁に触ったらただじゃ置かねぇぞ」
　怒りのあまり、低く唸るようなドスの効いた声でそう紡ぎながら、ベッドへと近付く兄。
　目の前の光景に、驚きよりも怒りが勝ってしまったようだ。
　隠そうともしない殺気が、徐々に近付く。
　私は慌てて弁解しようと口を開いた。
「ちょっ、ちょっと待ってお兄ちゃん！　違うの。これは……」
「お前は黙ってろ」
「っ……」
　鋭い視線と声色に、私は口をつぐんでしまった。
　ルーアは、ただならぬ兄の様子に眉尻を下げて身体を強ばらせながら、掛け布団を手繰り寄せるように構えている。
　そうして、兄がベッド脇まで歩み寄った時、勇敢にも、ルーアが恐る恐る声を掛けた。
「あの、お兄様……怒ってる？」
「あ？」
　怯えを含んだ青年の問い掛けに、兄はガラの悪い返事をし、自分を見上げる瑠璃色を睨むように見下ろす。
「お兄様……だと？」
　猫として関わっていたとは言え、兄にとっては初対面そのもの。そんな男に、兄呼ばわりをされたともなれば、先程の告白も相俟って怒り倍増だろう。
　私には、不安しかなかった。
「テメェに兄呼ばわりされる筋合いなんかねぇよ」
　不安は的中。思った通りの反応だった。
　拭えない緊迫した空気の中、兄は顎に手を添えて何やら考え込み始めた。
　一体どんな思考を廻らせているのかと、私とルーアは固唾を飲んでその様子を見つめる。
　暫くして、兄が呟くように言葉を紡いだ
「……『様』付けは、嫌な気がしねぇな」

　……はい？

　兄の発言に疑問符が浮かび、私は確認するように問い掛ける。
「お兄ちゃん？」
「お兄様？」
　私に続いて、ルーアも不思議そうに問い掛けた。
「だからテメェの兄貴になった覚えはねぇんだよ。呼ぶなら理狗様と呼べ。つーかテメェ何者？」
　まさかの提案。その後、漸く本題を口にした兄。
　どさくさ紛れに『理狗様』と呼ばせようとしている上に訊くべき順番が違う。しかし、ルーアがそれに答えようと口を開いたため、その難点は取り敢えず置いておく事に。
　
　ルーアは、先程私に説明した内容を兄にも説明し、自分が昨日拾われた黒猫だった旨も明かした。

「……なるほど。それで、お前は結縁を気に入ったわけか」
「はい、リク様」
　いつの間にか、兄はルーアを『お前』と呼び、ルーアは兄を『リク様』と呼ぶようになってしまっている。しかもルーアの方は敬語だ。無邪気で嬉しそうな笑顔まで浮かべている事には、違和感を拭えない。
　私は、兄の耳元へ唇を寄せ、囁くように訴える。
「お兄ちゃん、そんな呼び方させるなんて……。主従関係があるわけじゃないんだから。それに、ルーアは一国の王子様なんだよ？　『お兄様』でも十分だと思うんだけど」
　すると、兄も声を抑えて自分の意見を主張し始めた。
「うるせぇよ。一国の王子ってのは異世界での話だろ？　ここでは違う。……それに、そんな呼び方を許したら、お前を手渡したみたいで嫌なんだよ」
　後半から語尾に向けて、声量が落ちた。視線まで逸らされてしまった。
　しかし、私の耳には最後まで届いている。そこから読み取れる、兄の気持ち。『兄として、妹を取られたくない』と、そう言いたいのだろうか。
「……お兄ちゃん？」
　思わず疑問符が洩れた。
「で、お前は元の世界に帰るつもりはあんのか？」
　私の洩らした声を無視したのか、あるいは聞こえていないのか、兄はルーアに問い掛ける。
　それに対し、少し考える素振りを見せつつも、ルーアは答えを紡ぎ始めた。
「んー……まだ、そのつもりはありません」
　その言葉に兄の眉間が寄せられ、すかさず言及する。
「『まだ』？」
「はい。俺は、ユエ様を幸せに出来るようになるまで帰りません」
　ルーアのまっすぐな言葉に、兄は一瞬言葉を詰まらせた。
「……お前、馬鹿だろ？　逢ったばかりで結縁の事何も知らねぇクセに。んな事言ったら、俺の居るうちは帰れねぇぞ。そう簡単には渡せねぇからな」
「……」
　ストレートに紡がれたはずの言葉は重い。それは、妹を渡したくないという、兄としての想いが込められているからだろう。恐らく、ルーアはそれを悟った。俯き、視線を落としては瞼を伏せ、言葉を返せずに居る。
『それでも諦めません』と言わない辺り、彼は異世界の王子様ながら、世の中というものを解っているのかも知れない。そして、それは世界が変わっても変わらない部分なのかも知れない。
　彼らのやり取りを眺め、私はただ黙って見ているだけで良いのだろうか。
　元はと言えば、あの時、黒猫だった彼を拾って来ようと決めたのは私だ。誰に頼まれたわけでもない、この私が自分で勝手に連れてきた。
　それが実は異世界の王子様だからと言って、拾って来た事実に変わりはない。責任は、最後まで果たさなければ。
　ここで言う責任。それは、彼を無事に元の世界へ帰す事。
　王子様が居なくなったとなれば、きっと大騒ぎになる。
　当の王子様は、微塵も焦りを滲ませていないけど。

　……先の事は、踏み出してみなきゃ解らないよね。
　
　意を決し、深く息を吐いてから、兄に声を掛けた。
「お兄ちゃん、意地悪言っちゃダメだよ。私だって、ずっとお兄ちゃんの傍に居るわけじゃないんだから」
「……結縁……？」
　兄は目を見開き、驚愕の表情で私を見つめている。
　ルーアは、何事かと瞼を開き、遠慮がちに私へと視線を向けている。
　私は、先を続けた。
「人生の決定権は、私自身にあるんだよ。もし、私がルーアとそういう関係になったとしても、お兄ちゃんに割って入る権利はないからね？」
　黙って私の話を聞いていた兄が、ふと眉を寄せた。
　思わぬ反応に私は首を傾げる。
　反論があるのなら、聞こうではないか。
　そう思いながら見つめていると、兄は呆れたように溜め息を吐いた。
「何言ってんだ？　んな事言われなくても解ってんだよ。馬鹿にすんな。まだ早いから言ってんだよ。少なくとも、学業終えてからじゃなきゃダメだ。お前を家から出すわけにはいかねぇよ」
「……え？」
「『え？』じゃねぇよ。お前自分の立場解ってんのか？　俺は、ルーアの事もまだ信用出来てねぇけど、お前の事も心配で言ってんだよ」
「……え？」
　私の考えていた事と、兄の答えに若干の誤差があるらしい。
　思わず疑問系で返してしまった。
　先程と同様の反応を返され、兄のこめかみにビシッと青筋が立つ。
「いや、だから『え？』じゃねぇよ。お前馬鹿にしてる？」
「してない」
「そこだけ即答な」

　……なんだ、そういう事だったんだ。

　私は、何か勘違いをしていたらしい。
　てっきり、私をルーアに取られたくない余りに紡がれた言葉だと思っていた。
　しかし、実際は私の事を想ってくれている。
　私は、何も言い返せなくなってしまった。
　そんな私の様子に、兄はまるでフォローするかのように言葉を続ける。
「勿論、お前らそれぞれを俺が認めた時は、その時だ。お互いにそう思うのなら、俺は涙を飲む」
　真剣な眼差して紡がれた。
　確かに嬉しい。凄く嬉しい。
　しかし、なぜだろう。
　勝手に話を進められている感が否めない。それと同時に、置いていかれてる感も否めない。
「リク様、ありがとうございます！　ユエ様には勉強があり、更にはお仕事もあり、忙しそうでした。リク様の話を聞いて、少し自信をなくしていましたが、もう大丈夫。俺、頑張ります！」
　嬉しそうなルーア。まるで主人に懐く仔犬だ。猫だけど。
　どうやら、勘違いをしていたのは私だけのようだ。
「ただし、俺の許可が降りるまでは、手出し厳禁だからな」
「解りました！」
　トントン拍子に話が進む。
　私の意見を介入させる余地はどこ行った。

　……私じゃなくて、お兄ちゃんとルーアが似合いだよ。付き合っちゃえ。応援してるよ。私、そういうのイケるクチだから。

　そんな冗談はさておき、彼らの様子を呆れ顔で眺めていた私は、ふと兄に声を掛ける。
「あ、お兄ちゃん」
「ん？」
「ルーアに服貸してあげてよ。風邪引いちゃう」
「あぁ、そうだな。ちょっと待ってろよ」
　掛け布団で身を包んでいるルーアを見ては快諾し、踵を返した。そんな兄の背中に、私は追加注文を一つ。
「下着もね」
「おう、解った。……下着！？　どういう事だよ！？」
　一度は素通りしかけた内容にハッとして、兄は振り返った。
　疑問系ながら、その意味は理解しているようで、驚愕そのものの表情を浮かべている。
　そんな兄に対して、私は冷静を貫きながら言葉を返す。
「説明聞いたでしょ？　ルーアは何も着てないんだってば。いつまでも裸のままじゃ可哀想だから早くしてよ」
　ルーアは自ら脱いだわけではない。この世界の雨に濡れたせいで、脱げてしまった。不可抗力なのだ。
　そこは兄も解っているため、それ以上の言及をする事なく引き下がる。
「お、おう……。何もされてねぇのか？」
　二度目の振り返り。
　私は兄の心配を取り敢えず置いて、唇を尖らせた。
　このままでは、ルーアが風邪引いてしまう。
「されてません。もー早くして」
「……解ったよ」
　了承の言葉を返しながらも、明らかに不安要素を抱えたまま、兄は自室へと一旦去っていった。
　暫く扉を見つめていたルーアが、私に視線を向けて無邪気な笑みを浮かべた。
　どう見ても青年。私より年上。それなのに、この可愛さ。やはり、猫という性質が相俟っているのだろうか？
　そんな私の思考に気付くはずもなく、相手が口を開いた。
「ユエ様」
　相変わらず敬った呼び方をする相手に、私はゆっくりと首を横に振った。
　そうして、穏やかな声色で考えを述べる。
「私の事は結縁で良いよ。敬語も、なくて良いからね。私もやめるから」
　すると、相手は一度目を丸くしてから、再度笑顔を見せて頷いた。
「解ったよ。えっと……ユエ……ゆえ……ゆえ、これから宜しく」
　少し名前の発音で悩み、やがて照れ笑いながら手のひらを差し出された。
　可愛すぎるではないか。
　私もにっこりと笑みを浮かべて片手を差し出し、握手を交わした。
「うん、宜しくね」
「……っくしゅん！」
　私の返した言葉尻に被りながら、相手は顔を背けてくしゃみをしてしまった。
　無理もない。夏場とは言え、全裸は身体が冷える。
　と、そこへ兄が戻ってきた。
「下着は新しいの出してきた。下着は良いとして、俺のだと少し大きいんじゃねぇか？　見た感じ俺より華奢だろ？　身長も俺より低そうじゃねぇか」
　そういいながら、ＶネックのＴシャツやＹシャツをルーアの身体に合わせ、サイズを確認している。
　私は、その問いに言葉を返した。
「かといって私の着せるわけにいかないもん。少し大きいくらいなら大丈夫だと思うよ。ありがとう」
「……」
　なぜか、じっと睨むように私を見つめる兄。
　無言の威圧を感じるのは気のせいではない。
　少し引き気味に声を掛けてみる。
「え、何？」
「お前出てけよ。ルーアが着られねぇだろ」
　その言葉に、チラッとルーアを見遣れば、申し訳なさそうに眉尻を下げ、身に纏った薄い掛け布団を恥ずかしそうに握り締めている。
　なるほど。そういう事か。確かに、出逢ったばかりで全てを晒け出すのは無理がある。私も恥ずかしい。
「あっ、ごめん。そうだよね」
　ここは私の部屋だから。などという主張が罷(まか)り通るはずもなく、私はベッドを降りた。
「洗面所で身支度してきちゃうから、ルーアの事宜しくね」
　兄にそうお願いをし、ルーアに笑顔を向けて小さく手を振ってから、私は部屋を後にした。

　――。

　歯を磨き、洗面所で顔を洗っていると、背後から気配が近付いてきた。
「結縁、おはよう」
　言わずもがな、母の声だ。
　そういえば、母はルーアの事を知らない。
　早めに伝えておかなければと、私は顔を上げ、タオルで顔の水気を拭いながら母の方へと振り返った。
「お母さん、おはよう。……あのさ、昨日の黒猫の事なんだけど……」
　少し遠慮がちに本題を口にすると、母は首を傾げて私を見つめる。
「あの子が、どうかしたの？」
「えっと、……ちょっと、見て貰った方が早いかも……」
　説明をするには時間が掛かる。それ故、直接ルーアに会って貰おうと考えたのだ。
　私の曖昧な言葉を聞き、母は笑みを溢した。
「ふふっ、何なの？　気になるじゃない。顔洗ったら、結縁の部屋に行くから、見せて頂戴」
「うん、解った。部屋で待ってるね」
　そうして、私は自室へと戻った。
　そろそろ着ていても良い頃合いだ。

　……コン、コン。

　取り敢えず、扉をノックしてみた。
　暫くしないうちに、中から扉が開かれた
「お兄ちゃん、ルーアの着替え……」
『もう終わった？』言いかけて、目を見開いた。
　目の前には、見た事のある紺色のフード付きトレーナー。
　そのまま視線を上げると、明るい笑顔が私を見下ろしている。
「ゆえ、おかえり。似合う？」
　やはり、少しサイズが大きかったらしい。
　確かに身長も兄より少し低い。
　しかし、少しダボッとしてはいるが、似合っている。
　どうやら彼は、可愛さとカッコよさの両方を兼ね備えているらしい。
　下は、カラシ色のカーゴパンツ。ウエスト辺りや丈を見ても、サイズは気にならないようだ。まぁ、裾は折ってあるし、ウエストはベルトを使っているかも知れないけど。
　そして、何より似合っている。
「ルーア、凄く似合ってるよ」
「本当？　良かった！」
　鮮やかな瑠璃色を細めて嬉しそうに反応した相手は、踵を返して部屋の中へと戻っていった。
　向かった先には、カーペットの上で服を広げている兄。
　その隣に座って、何やら興味津々に話を聞いているルーア。
　水を差すようで悪いが、声を掛けさせて貰う。
「お兄ちゃん、何やってるの？　ここ、私の部屋なんだけど」
　私の声掛けに、兄が視線だけを此方へ向けた。
「ちょっとぐらい良いだろ？　ケチんなよ、減るもんじゃねぇんだから。今服の説明してるから待ってろよ」
　兄の主張は一見抜け目がない。しかし、部屋を使われている間の時間は戻らない。
　が、それは別にどうでも良い。
「説明は後でも出来るでしょ？　もうすぐ、お母さんが来るから片付け……」
「あら、驚いた。どなたかしら？　理狗のお友達？」

　……！

　非常に落ち着いた声色で『驚いた』と紡いだ母に、小さく肩を跳ねさせて私は振り返った。
　視線を黒髪の美青年へと向けながら、母は部屋へと踏み込み、初めて会った彼の元へと歩み寄る。
　と、そこでルーアが顔を上げた。
　母と視線を交わらせ、やがて無邪気な笑みを浮かべる。
「あっ、おはようございます。昨日はありがとうございました。お姉様」
「えっ……」
　母は、ルーアの言葉に歩みを止めた。
　私の動きも止まった。

　……お姉様？

　先程まで『お母様』と言っていたはずなのに、なぜ急に『お姉様』になったのか。
　疑問を感じながら、ふと、視線を横にずらしてみる。
　そこには、ルーアに視線を向け、『よくやった』と言いたげに自信満々な笑みを浮かべる兄の姿があった。




第四話　『お姉様』と懐いた黒猫王子


ルーアが母に向けて放った言葉は、まさかの『お姉様』。
　それは、兄に仕組まれたものだったらしい。
　あの自信に満ちた兄の顔を見れば、一目瞭然だ。
　見ず知らずの青年。しかも美青年に『お姉様』と呼ばれて気を悪くする母親は、まず居ないだろう。
　私の母は、喜ぶに決まっている。
「この子、凄く解ってるわよ。綺麗な顔もしていて、お姉さん気に入っちゃった。お姉さん、貴方のような可愛くてカッコいい男の子、大好きよ」
　ほらね。素敵な微笑みが溢れましたよ。
　ちなみに、お姉さんではありません。私の母親です。三十六歳の大人です。
　そんな心の声は心に仕舞ったまま、私は溜め息を吐いた。
　嬉しそうにルーアの頭を撫でる、私の母親。
　ルーアも、撫でられて心地好さそうだ。
　……と、母が何やら気が付いたらしい。『あ』と声を洩らした。
「貴方、さっき『昨日はありがとうございました』って言ったわよね？　私は、貴方に会った記憶がないのだけれど……」
　そう言うと、人差し指を顎に当てて不思議そうに首を傾げる。
　唐突に話題を振られ、目を丸くして暫く母を見つめた後、無邪気な笑みを浮かべたルーア。
　そんな様子に、また自分で話してくれるのだろうと考え、私は黙って見守る事にした。
「昨日、俺の事を介抱してくれたのは、お姉様ですよね？　俺、あの時の黒猫です」
　素直に話してくれた。『お姉様』以外は間違っていない。
　母は、ルーアの言葉に相変わらず首を傾げていたが、やがて思い出したかのように小さく息を飲んだ。
　そして、柔らかく微笑んで頷き、言葉を返す。
「言われてみれば、そうねぇ。髪の色も、瞳の色も、あの子にそっくり。こんなに綺麗で素敵な男の子だったなんて。お姉さん、ビックリしたわよ」

　……ですから、貴女はお姉さんではありません。

　兄はどういうつもりで、ルーアにややこしい言葉を吹き込んだのか。
　しかし、なかなかそれを口には出せない。
　ここで訂正したら、きっと母に睨まれる。下手したら、兄にも。
　悶々とした気持ちを携え、私はコソコソと兄の近くへ歩み寄り、袖を軽く引っ張った。
「あ？　何？」
　自前の服を畳みながら無遠慮にガラの悪い返事をされたが、そんな事は気に留めず、相手の耳元で囁くように問い掛ける。
「何で『お姉様』なんて言わせたの？」
「あぁ？　馬鹿。その方が聞く耳持ってくれんだろ。母さんイケメン好きだから」
　なるほど。確かに、気分は上げておいた方が聞いてくれるかも知れない。そして、私は馬鹿ではない。
　それしても、母がイケメン好きだったとは。
　私も好きだけど。中身が伴えばね。
　だから、兄の事も好き。本人には絶対に言わないけど。
　そんな事を考えながらルーアに視線を向けると、私達に話してくれた説明を、母にも話してくれている。
　母は、瑠璃色の瞳を見つめながら、事あるごとに頷き、相槌を打っている。
　兄の思惑通り、ルーアの話をスッと聞き入れているように見える。
　まぁ、ルーアはあの通り美青年だから、『お母様』でも問題はなかったような気もする。しかし、結果オーライなので良しとしよう。
　自己完結し、私は母に声を掛けた。
「ねぇ、そろそろ朝御飯にしない？」
「そうねぇ。そうしましょうか」
　そう答えて、母はルーアの頬を両手で包むように支え、額をくっつけた。　
　扱いが完全に猫だ。
　しかし、ルーアの猫部分は半分だけ。確か、猫の獣人族と魔法使いのハーフだったはず。
　それにしても、ルーアは大人しく、母にされるがままの状態だ。昨晩の介抱が、余程効果的だったと見える。
　でも、お母さん、スキンシップはホドホドにしておいてね。
　知らないかも知れないけど、彼の目的は私なんだよ。

　――。

　私は、一足先にリビングダイニングへと向かった。
　兄とルーアは、洗面所で身支度を整えている。
　母は、キッチンに立って朝食の準備に取り掛かっている。
　ダイニングの椅子に座り、母の作ってくれる朝食を待っていると、やがて焼き上がりを知らせるトースターの音が響いた。
　母が、キッチンからダイニングの方へと歩いてくる。
「今朝のメニューは、トーストとオレンジジュース。はい、結縁の分」
　そう言って、ダイニングテーブルに広げられているスタイリッシュなランチョンマットの上に、バタートーストの乗った皿とオレンジジュースの入ったグラスが置かれた。
　私は、軽く両手を合わせる。
「ありがとう。いただきまーす」
「私も、いただきまーす」
　そう言いながら、母も自分の皿とグラスを持って隣の椅子に座った。
　食べ始めてから、暫く経っても兄達が来ない。
　顔を洗って歯を磨いて、他に何かやる事でもあっただろうかと思いつつ、私は食べかけのトーストを皿に戻して椅子を引いた。
「ちょっと見てくるね」
　そのまま、私は何の気なしに洗面所へと向かう。
　洗面所の近くまで来ると、何やら話し声が響いてきた。
「リク様、あの……くすぐったいです……」
　少し焦りを含んだ、困ったようなルーアの声。
　一体、兄は何を……。
「ちょっと我慢してろ。出さねぇと、キツいんだろ？」

　……何を？　何が？

　兄の言葉に疑問符が浮かび、そっと洗面所を覗いてみる。
「！？」
　思わず息を飲み、目を丸くした。
　洗面台の前で、兄がルーアのズボンに後ろから手を突っ込んでいる。
「な、何やってるの！？」
「っ……」
　兄の肩が小さく跳ねた。
　思わず声を掛けてしまったが、私は、兄が男に興味を持っても別に構わない。ただ、ルーアの意思は尊重して欲しい。
　そんな事を考え、堅い表情で後ろ姿を見つめていると、手は相変わらず突っ込んだまま、兄が振り返った。
「ビビらせんな」
　違います。貴方が勝手にビビったんです。
　私は気を取り直し、改めて問い掛ける。
「何やってるの？　ルーア嫌がってない？」
「見て解んねぇのか？　尻尾取り出してんだよ」
「尻尾？」
　残念ながら、兄がルーアにセクハラしているようにしか見えない。むしろ、先程の考えと相違している事に私が赤面だ。
　そんな気持ちを内心に留めた私の問い掛けるような反応に、兄は二度も言わせるなと言いたげな溜め息を吐いた。
　そうして、再度ルーアのズボンをまさぐりながら説明をし始める。
「水の影響だろうな……顔を洗わせたら、耳が猫耳になって、それから、『尻尾生えた。きつい』っつーから取り出してやろうとし……っ、おい、尻尾動かすな」
「あ、あっ……リク様……そう言われても、無意識に動いちゃうんです……」
　必死に訴えようと上体を捻るように振り返ったルーアは、顔を赤らめ、涙を浮かべている。
　そして、黒い髪の隙間から覗くのは、髪と同じ漆黒の毛に包まれた猫耳。
　やはり、彼は昨日の黒猫であり、言っていた事は本当だ。
　そして私は、ルーアの可愛さがカッコよさを上回る瞬間を見た。肉食系女子の中に放ったら食べられてしまいそう。
　そんな思考を隠しながら、嫌がる素振りを見せるルーアを、兄の魔の手から解放させようと口を開いた。
「ねぇ、お兄ちゃ……」
「ひっ」
「っしゃ！　掴まえた！」
　声を掛けようとしたところで、息を飲むような声がルーアの唇から溢れ、それと同時に兄の声が上がった。
　一足遅かったようだ。
　すると、今度は切羽詰まった声でルーアが制止を求め始める。
「離してくださいっ、尻尾離してくださいっ」
　尻尾を掴まれる事は、彼にとって酷く危機感を募らせるらしい。必死に訴えながら、尻尾を取り出そうとする兄の手を掴みに掛かる。
「取り出すから、我慢してろ」
　尻尾を掴んだ手を捕まえようとするルーアの手をものともせず、兄は漸く手を引き出した。と同時に、艶やかな毛並みの、黒く長い尻尾が姿を現した。
「ありがとう、ございました……離してください……」
　弱々しく遠慮がちな礼と共に紡がれた小さな訴えに、漸く兄の手が離される。
　途端に、ルーアが兄の横をすり抜け、私の後ろに移動した。
　まるで逃げるような仕草に、兄は振り返って訝しむような視線をルーアへと向けて、問い掛ける。
「……どうしたよ？」
　私は、少し顔を振り向かせ、チラッと後ろへ視線を向けた。
　三角の猫耳を伏せて、上目遣いに怯えた視線を兄へと向けている。
　その様子を暫く見つめてから、兄へと向き直って予想を紡いだ。
「警戒されてるんじゃない？　お兄ちゃんの事だから、どうせいきなりズボンに手を突っ込んだんでしょ？　せっかくの優しさも、それじゃ意味ないよ。お礼を言っただけでも偉いと思うなー」
「えっ、優しさ？」
　兄に対して紡いだ言葉。それに反応したのは、後ろに避難しているルーアだった。
「……ごめんなさい。俺、ビックリして……」
　そう言いながら、おずおずと私の後ろから前へと踏み出した。
　しかし、ルーアは何も悪い事などしていない。
　それを理解しているが故に、兄は穏やかな声色で問い掛ける。
「何でお前が謝るんだよ？」
「だって、リク様は俺に優しくしてくれようとしたんですよね？」
　首を傾げて困ったような声色で問い返すルーア。
　ここで、一つ訂正をしておこう。
　兄の言動は優しさから来るものだが、そのやり方は優しいとは言い難い。
　よって、ルーアの問い返した内容は、微妙に間違っている。
　しかし、兄が、この後どう出るのか気になるところ。ここは、黙って見守ろうじゃないか。
　と思っていたところで、話題は打ち切られる事に。
「もー、遅いじゃないの」
　予想外の展開。母が来てしまった。
「結縁ったら、ミイラ取りがミイラに……あらやだ可愛い！」
　そして見つかった。
　母の言葉に、ルーアが振り返って不思議そうに首を傾げる。
　その仕草は堪らない。愛でたくなる。
「可愛いわねぇ、本当に黒猫なのね、ルーアは」
　そう言いながら手を伸ばし、黒い猫耳の後ろを優しく掻き始めた。私もやりたかったんだけど、仕方ない。母は我が家の権力者だ。
　しかも、猫と美青年が融合している。母にとっては堪らない相手だろう。
　ルーアの表情を窺えば、尻尾の先を母の手に緩く巻き付けて、気持ち良さそうに瞼を伏せていた。
　これは、完全に懐いている。
「あ、俺まだ顔洗ってねぇからさ、ルーア先に食って来いよ」
　唐突に、兄の声が割って入った。
　怒っているわけでも、不貞腐れているわけでもない。
　極めて平常通りの声色で紡がれた言葉に、それまで気持ち良さげに閉じていた瞼を開き、ルーアが兄へと視線を向ける。
　そうして、真剣な眼差しと声色で、それに応えた。
「待ってます。独りきりの食事は、寂しいです」
「独りじゃねぇだろ？　結縁もまだ食いかけだ」
　まさかの言葉に私が目を丸くする。
「何で解ったの！？」
　驚きを顕にした反応に、兄は片方の口角を上げ、意地悪な笑みを浮かべた。
「お前は食うの遅いから、見なくても解る」
「えー……良いよ解らなくて」
　確かに、私は兄よりも食べるのは遅いけど。
　きっと私は普通で、兄が早すぎるだけだ。
　私のどうでも良いプライドが顔を覗かせたところで、ルーアが首を横に振った。
「待ってます。リク様と一緒に食べます」
　可愛い事言っちゃって。私が貴方を食べてあげる。そんな事を考えてしまうのも、目の前の美青年が可愛いから。猫耳と尻尾は卑怯だ。
　やがて、ルーアの言葉に対し、兄の疑問が投げられる。
「あぁ？　お前、俺の事警戒してたんじゃねぇのかよ？」
　その半ギレ染みた『あぁ？』はやめた方が良いと思うのだが、ルーアは気にしてなさそうなので。黙っておく事にした。
「……警戒は、してました」
　猫耳を伏せたままのルーアが、遠慮がちに素直な言葉を述べた。
　やっぱりね。明らかに怯えた目をしていたから、そうだと思ったんだ。
　しかし、その後は、にっこりと嬉しそうな笑みを浮かべて先を続ける。
「でも、ゆえが『優しさ』だと教えてくれました。だから、もう警戒していません」
　私の一言で、兄は警戒を解いて貰えたらしい。要するに、私のお陰というわけだ。
　それにしても、私の一言で、セクハラ紛いの行動に出た兄への警戒を解くとは、ルーアはまるで穢れを知らない。
　恐らくは、箱入り王子様。これは前言撤回しなくては。
　優しくて純粋なところはそのままだが、世間知らずな模様。
　果たして、どんな王族家庭で暮らしてきたのか。魔法使いの暮らす国は、どんな国なのか。色々と訊きたくなってきてしまった。
「あーもう、解った解った。解ったから、皆もうあっち行け。母さん、二人目のミイラ取りまでミイラになってんぞ。悪いけど、俺とルーアの分の朝食、用意してくれる？　すぐ行くから」
　私の思考を遮るように兄が唸り、周りを蹴散らすように母へと声を掛けた。
「はいはーい」
　ルーアの猫耳を撫でながら軽い返事をし、母はリビングダイニングへと去っていった。
　私は、兄を待つと言う彼の肩に触れて、食卓へと誘う。
「ルーア、私達も行くよ」
「うん」
　私の声掛けに、ルーアは嬉しそうに頷くと踵を返し、黒い尻尾を揺らしながら、一緒に食卓へと向かった。
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「ごちそうさまでした」
　朝食を食べ終え、食後の挨拶を口にして、私は立ち上がった。
　兄は既に食べ終えて、隣でトーストを食すルーアの様子を見守っている。
　ルーア曰く、初めて食べるとの事。
　食べてみると、思いの外美味しかったらしく、現在二枚目。
　未だに収まらない猫耳をピンと立て、尻尾は床に垂らして時折軽く振りながら、何も付けないトーストを美味しそうに食べている。
　しかし、オレンジジュースは口に合わなかったらしい。お茶や野菜ジュースなどを色々と試したところ、牛乳が良いという結論に至った。これも、猫と関係があるのだろうか？
　そんな事を考えつつ、私は兄に声を掛ける。
「お兄ちゃん、今日はどうするの？」
　私は、今日も夕方からバイト。兄も夕方から仕事のはずで、昼間の過ごし方を窺ってみた。
　兄が此方に視線を向け、ルーアはトーストから口を離して不思議そうに兄を見つめる。
「あー、そうだなぁ……今日は、ルーアの生活用品でも買いに行くか。同じ屋根の下で暮らすなら、色々と必要なもんもあるだろうし」
　そう言いながら、ルーアの頭を撫で、猫耳の後ろを軽く掻く。
　兄に先を越された。しかし、気持ち良さそうにふにゃっと緩んだルーアの表情が堪らないから許すのだった。
「そうだね、そうしよう。じゃあ私、着替えてくるね」
　兄の提案に賛同し、自室へと向かった。
　部屋に入り、ベッドへと視線を向け、廻る思考は昨晩から今朝にかけての事。
　はて、ルーアはどのタイミングで猫から美青年へと変貌を遂げたのだろうか。
　どのタイミングであれ、全裸の彼が居る隣で寝ていたとは。
　考えると赤面してしまう。落ち着け私。
　こんな時こそ、臨機応変に脳内を切り替えなければ。
　私は、クローゼットを開いた。着替え開始だ。
　今日は晴れているので、ノースリーブワンピースに、紫外線対策として薄手のロングカーディガン。勿論、日焼け止めも忘れない。
　タイツを穿いて、ショルダーバッグを肩に掛けて、最後に軽く化粧をして、準備完了。
「お兄ちゃん、準備出来たよー」
　と言いつつ部屋を出たところで、兄と鉢合わせた。
　こんな奇遇が昨晩にもあった気がする。
「おう。俺も着替えるから、リビングでルーア見てろよ」
「うん、解った」
　なぜ命令形？　と、会話した後に気付いたが既に遅く、そのまま一階へと降りてしまった。
　リビングに近付くと、テレビから流れ出る音が聞こえてきた。
　覗いてみると、三人掛けの大きなソファーに、ルーアと母が並ぶように座ってテレビを観ている。『今日は晴れるのねぇ』と呟く母の隣で、ルーアが何やら首を傾げていた。
　私は、傍に歩み寄り、声を掛ける。
「ルーア、どうしたの？」
「言葉が、難しいんだ。お姉様に訊いたら、色んな種類があって、凄く難しい」
　困ったように眉尻を下げる相手。
　私は、もう少し詳しく聞いてみる事に。
「色んな種類？」
「うん。俺の住んでいる世界……国では、文字の種類は一つなんだけど、この世界には、沢山の種類がある……」
　ルーアの言葉を聞き、私はテレビへと視線を向ける。
　ニュースと同時に現れるテロップを見ながら、気が付いた。
　彼が言いたいのは、恐らく平仮名や片仮名、漢字といった種類の事。
「あー……えっとね、この世界でも、文字の種類がこんなに多いのは、この国だけなんだよ」
「そうなの？　覚えるの大変？」
　驚きと困惑を顕に問い掛けられ、私は『うーん』と少し考えて、それに答える。
「平仮名と片仮名はそうでもないけど、漢字はちょっと大変かも」
「……？」
　解らないのだろう。じっと、首を傾げて不思議そうに見つめられた。
　やめて、可愛すぎる。でもやめないで。
　そんな相手の鮮やかな瑠璃色を見つめながら、ふと考えた。

　……日本語は話せてるのに、読めないのかな？

　私は、疑問符を浮かべたまま此方を見つめる相手の隣に腰を下ろす。
「ねぇ、ルーア」
「ん……なぁに？」
　声を掛けると、猫耳がピクッと動き、興味津々な視線を向けられる。
「言葉は話せても、読めないの？」
　優しく問い掛けると、相手は恥ずかしそうに笑って頷いた。
「うん。違う世界に飛ばされた時、その国や場所で使われている言葉は話せるんだけど、読めないし書けない。話せるけど、難しい言葉とか、その場所の事は解らない」
　ふむふむ。なるほど。そういう事なら、平仮名くらいは教えてあげた方が過ごしやすくなるわけだ。買い物から帰ってきてから、教えてあげよう。
「そっか、解った。後で教えてあげるから、一緒に文字を覚えようか。ルーアならすぐに覚えられると思うよ」
　私がそう提案すると、相手は表情を輝かせながら笑みを溢した。
「本当？　ありがとう！」
「わっ」
　満面の笑みを浮かべながら、思い切り抱き着かれた。思わず声を上げてしまったが、相手は気にしていない様子だ。
　肩越しに見える尻尾がパタパタと音を立てて、壁と床を行き来している。更にその奥に見える母は、テレビを見つめている。娘が美青年に抱き着かれても反応なしですか。
「ゆえ、優しいね」
　そう言いながら、ルーアに軽く頬擦りされた。
　流石に、赤面せずには居られない。
　可愛くてカッコいい猫男子に、抱き着かれて頬擦りされているのだから。いくら色男を見慣れていても、なかなか巡り会えたものではない。
　顔を赤らめたまま何も言わない私の顔を、ルーアが覗き込んできた。
「ゆえ、どうしたの？」
　そう問いながら、超至近距離で心配そうに見つめられてしまった。これは見惚れても仕方がない。
　どんなに近くで見ても、貴方の美貌は変わりません。
「あ、ううん、何でもないよ。喜んでくれて、私も嬉しい」
　私は、慌てて首を横に振り、にこっと笑って見せた。
　それを見て、安心したようにルーアも笑った。
　しかし、笑えない人物が……。

「な……何やってんだテメェは……」

　……あ、やば。

　廊下へと続く扉の方から、低く唸るような声が聞こえ、私は苦い表情を浮かべた。
「ルーア、猛獣に食べられちゃうから、ちょっと離れた方が良いかも」
「誰が猛獣だよ」
「猛獣が来た。こわーい」
　ふざけて兄への猛獣呼ばわりを続けていると、兄の頬がヒクついた。
「お前……本当に食うぞ？　がおおおっ！」
　猛獣のふりをしながら、私に飛び掛かってきた。
　そのままソファーに押し倒される。
「きゃ……って、何で私なの？　ルーアかと思ったのに」
　呆れの混じった声色で問い掛けると、兄は私の上から退きながら、引き攣った笑みを浮かべた。
「いや、既に怯えた目で見られてるから。これ以上何かしたら俺嫌われそうなんだよ。だから、お前にした」
　兄の言葉を確かめるためにルーアへと視線を向けると、素早い動きでソファーの反対側へと逃れている姿が目に留まった。
　母に抱き着いて耳を伏せ、身体を震わせて兄を見つめている。
　解るよ。だって猛獣だもんね。
　だからと言って、私を押し倒すとは。
　お察しかも知れないが、兄はシスコンだ。本人は隠しているつもりでも、如何せん、駄々漏れである。
　どうやら、そのシスコンに拍車が掛かってきたらしい。それは嬉しいから黙っておくとして、今気にするべきは、『猛獣』を真に受けてしまったルーアだ。
　しかし、どう声を掛けようかと、怯えるルーアを見つめていて時、不意に母が小さく笑いを洩らした。
「ふふっ……ルーア、大丈夫よ。理狗は、貴方に嫉妬しているだけなの」
　母よ、何を言い出すのか。それは更に雲行きを怪しくさせてしまいそうだ。
「おい、母さん。変な事吹き込むなよ」
　兄よ、貴方がそれを言うのか。先程ルーアに『お姉様』と吹き込んだ事を忘れたとは言わせない。
　二人のやり取りに内心でツッコミを入れ、母に抱き着いている猫男子の元へと歩み寄り、手を差し出した。
「ルーア、怖がらなくても大丈夫だよ。単なる嫉妬だから」
「おいコラ、お前まで何言ってんだよ」
　当然とも言える反応が返ってきた。
　私は、わざと驚いた表情を浮かべてそちらを振り返る。
「え、違うの？」
　その問い掛けに、兄は一瞬言葉を詰まらせた。
「……違う」
「今の間は何？」
「……」
　勝ちました。
　嫉妬なんて隠さなくても良いのに。嬉しいんだから。
　そうは思いながらも、この兄が素直に『嫉妬しています』なんて言うはずもない事は、重々承知している。
　それ以上の言及はやめておいた。
「リク様……」
　ルーアの遠慮がちな声色が届き、私達はそちらへ視線を向けた。
　彼は、母から離れ、兄の前へと歩を進める。
「どうした？」
　名を呼ばれた事への反応を返す兄の瞳をまっすぐに見つめながら、やがて申し訳なさそうに眉尻を下げた。
「嫉妬させてしまって、ごめんなさい。でも、俺、嬉しかったんです。ゆえが、文字を教えてくれるって、言ってくれたので……」
　しゅん、と俯くルーア。兄は、その姿に気不味そうな苦い表情を浮かべながら、こめかみ辺りを片手の人差し指で掻いていたが、やがてその手を伸ばし、ポンポンと目の前の黒髪を撫でつつ、フッと口角を上げた。
「……そっか。気にすんなよ。俺の方こそ、不安にさせて悪かったな」
　髪を撫でられながら、ルーアは上目遣いに相手を見上げる。
「リク様、怒っていませんか？」
　その問い掛けに、兄はニッと歯を出して笑った。
「怒ってねぇよ。可愛いやつだな。結縁に食われねぇよう気を付けろよ」
「え？」
　思わぬところで名前を呼ばれ、油断していた私は瞬きを繰り返す。
　ルーアが、不思議そうに私へと視線を向けている。
　どういうつもりなのか。言葉の意味を漸く理解した私は、兄に睨むような視線を突き刺して歩み寄る。
「お兄ちゃん……何言ってんの？」
「うるせぇよ。さっきの仕返しだ」
　むすっとして問い掛けると、鼻で笑ってそう言われた。
「ゆえに、食われる……？」
　ポツリ、と呟かれた言葉の主を振り返ると、どこか警戒するような眼差しが向けられている。
　私は、兄へと視線を戻した。
「もー、お兄ちゃんのバカ」
　軽い悪態を吐き、踵を返してルーアに近付く。
　ルーアは、視線を泳がせて立ち往生している。『こっち来る。どうしよう』といったところだろうか。
　そんな小動物すら愛でそうな相手に、にっこりと微笑み掛けて、優しく声を掛ける。
「お兄ちゃんの言う事は、信じなくて良いからね、車行こう」
　そう告げて、相手の手を取った。そのまま兄の横を通り過ぎ、玄関へと向かう。
「それどういう意味だよ。俺の車だぞ解ってんのか？」
「お母さん、行ってきまーす」
　私達の後をついて来る兄の反論など軽くかわして、リビングへと声を掛けた。
「おい、無視すんなよ。ったく……行ってきます」
　溜め息混じりにリビングへ声を掛けると、兄は靴の入っている棚の扉を開いた。
「あー……っと、これなんか履けそうだな」
　そう言って、数ある自分の靴の中から、あまり履いていない白いスニーカーを取り出し、玄関へと置いた。
「……」
　置かれたスニーカーをルーアがじっと見つめている。
「ルーア、お前が履くんだよ。都合よく靴だけ持ってきてねぇだろ？」
「あ、ありがとうございます」
　兄の言葉に、ルーアが慌てて白いスニーカーへ足先を入れる。
　靴の履き方は流石に解っているらしく、すぐに履く事が出来たようだ。サイズも丁度良さげ。一目でサイズが解るとは。兄、やるな。
「……水虫」
「なってねぇよ馬鹿」
　小さく呟いた私の悪ふざけに、すかさず反応しては言い返す兄。
「……虫？」
　ポツリと反応したルーアに、兄が額を押さえた。
「見ろよ馬鹿、反応しちまったじゃねぇか」
　嘆くようにそう溢し、ルーアの肩に手を置いた。
　ルーアは首を傾げて不思議そうに兄を見つめる。
「興味そそられてばっかで大変だな。今のは何でもねぇから、気にするな」
　そう言って、肩に置いた手が離されると、ルーアはにっこりと笑って頷いた。
「はい、解りました」
　疑う事を知らない相手の反応に、兄の表情が綻ぶ。
　普段強面で滅多に穏やかな顔を見せない兄も、ルーアの無邪気さにはヤられるらしい。
「本当に、聞き分けが良いな」
「ありがとうございます」

　……ん？　お礼？

　今のは、褒め言葉と言えば褒め言葉だが、礼を返す褒め言葉とは何か違う気がする。
　どちらかと言えば、兄の自己満足な一言に聞こえた。
　それでも、兄とルーアが満足ならそれで良い。
　私は、玄関扉に手を掛けた。
「おっ」
　今度は何か。兄が声を上げた。疑問符を胸に、扉を開きながら振り返る。
「ルーア、お前、耳と尻尾収まったな」
　どこか嬉しそうな兄の言葉に、ルーアが確かようと耳元に手を伸ばす。そして目を丸くした。
「あっ、本当だ！　いつの間に……」
「一時間弱ってとこか。まぁ、これで、気兼ねなく買い物に連れて行ってやれるな」
　そう言う兄に、今度はガシガシと乱雑に頭を撫でられながら、ふとルーアが首を傾げた。
「猫耳生えてると、買い物には行けないんですか？」
「悪いな。非現実的で、外には出してやれないんだ。この世界には、危険が多すぎる。猫耳を持った美青年が居るなんて世に知れたら、どんな危険な趣向を持った奴がお前を捕まえに来るか解ったもんじゃねぇんだよ」
　真剣な眼差しと声色に、ルーアは一瞬身体を震わせる。
　脅しにも聞こえたが、私も否定は出来なかった。
「……そうなんですか……」
　少し寂しそうに呟かれたルーアの言葉。
　ここは、私の出番……。
「けど、心配は要らねぇよ」
　私が口を開いたところで、兄が続けた。
「俺達が居るから大丈夫だよ。な、結縁？」
　台詞を取られたと思いつつ、私は大きく頷いて鮮やかな瑠璃色の瞳を見つめる。
「うん。ルーアは、私達が守るよ」
　私の言葉に、暫く目を丸くしてから、ルーアはにっこりと無邪気に笑った。
「ゆえ……ゆえ、やっぱり好き！」
「わっ！」
　本日二度目のハグ。
「あっ、てめ……」
　息を飲んだ兄に気付き、私は先程と同様にルーアの手を取った。
「ルーア、逃げるよ！」
「猛獣？」
　どこか楽しそうに問い掛けるルーアと、玄関の外へ。
「待てコラ！　猛獣じゃねぇっつってんだろ！」
　そんな兄の冗談混じりの怒声を背に、私達は、兄から避難するため……ではなく、買い物へ行くため、兄の車へと急いだ。
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　兄の車に乗り込み、私達はショッピングモールへと向かっている。
　隣に視線を向ければ、ルーアは窓の外を通り過ぎる景色に釘付けだ。
「横の景色ばかり見てたら酔っちゃうよ」
　声を掛けると、窓から視線を外し、此方へと顔を向ける。
「酔っちゃう？」
　そう問いながら、不思議そうに首を傾げる相手。
　私は、それに答えるべく、穏やかに笑みを浮かべた。
「そうだよ。気持ち悪くなっちゃうかも知れないから、やめた方が良いかも。ルーアは好奇心が旺盛だから、気になっちゃったのかも知れないけどね」
『気持ち悪くなる』と聞き、ルーアは一度表情を引き攣らせるも、続く言葉には嬉しそうな笑みを浮かべ、頷いた。
「うん、解った。ゆえ、ありがとう」
　そうして私に三度目の抱擁をしようとしたが、シートベルトに遮られて残念そうに眉尻を下げ、静かに元の位置へと座り直した。
　そのまま、時折チラッと視線を向けてくる。
　何だろうか、この愛くるしさは。
　年上だよね？　多分。
　そんな相手に母性を擽られ、私は堪らず口を開いた。
「……ねぇ、ルーア」
「ん、なぁに？」
　声を掛けると、まるで反射の勢いで、輝く瑠璃色の瞳を向けられる。嬉しさを隠し切れない気持ちが、微かに上がった口角から滲み出ていた。
「ルーアって、エヴィログ王国の王子様でしょ？　どんな生活してるの？」
　問い掛けてみると、それまでの嬉しそうな表情に微かな苦味が差した。
「うん。一応、王子だけど……きっと、ゆえが思うような『王子様らしい生活』とは全然違う。……俺は、城の外に出して貰えないから」
　思わぬ言葉に、私は目を丸くする。
「えっ……どうして？」
「俺は、魔法使いと獣人族の間に築かれた、友好関係の証だから、城から出ちゃダメなんだって。だから、ずっと、城の中で生きてきたよ」

　……もしかして、玄関で話した時に、お兄ちゃんの言葉で寂しそうな顔をした理由って、そこにあるの？

　そんな疑問を持ったまま黙っていると、相手が先を続ける。
「俺の存在意義は、全てエヴィログ王国に帰する。……もし、城から出て、俺が傷付いたら、友好関係の証に傷が付く。だから、傷付かないように……って。俺は、大切に護られるべき存在なんだって」
　私は、目を見開いた。
　まるで気にしていないかのように、静かに落ち着いた声色で話す相手。
　しかし、聞いていた私には、引っ掛かる部分が……。

　……そんな扱い、道具と変わらない。閉じ込めてるだけで、ルーアの意思はどこにもないの？
　
　そう思う私に、更なる追い打ち方を掛けるかのような言葉が、相手の口から紡がれる事に。
「……でもね、俺、聞いちゃったんだ……。国民の前では、俺と母さんを愛している風を装っているけど、本当は、違うみたい」
　そう言って、相手は『えへへ』と苦笑した。
　その笑みが、強がりなのか解らないまま、私は遠慮がちに問い掛ける。
「……どういう事？」
「俺には、ノーイっていうお兄様が居るんだけど、そのお兄様は次期国王で、魔法使い同士の子息。俺とは腹違いなんだ。……朝も言ったけど、お父様は、友好関係を築くために俺のお母様を妃に迎えた。……でも、本当は……」
　そこで言葉が途切れ、一体どんな言葉が続くのかと、私は恐る恐る続きを促す。
「……本当は？」
　相手は、少々の躊躇いを見せた後、静かにその先を紡いだ。
「……獣人族の事、あまり好きじゃないって……お兄様に話しているの、聞いちゃったんだ……。でも、好きじゃないものは、仕方ないよね。お父様は、国王として色々と我慢してるんだって、気付いた」
　そう告げては、瞼を伏せて俯く相手。
　私は、微かに揺れた艶のある漆黒の髪に手を伸ばし、優しく撫でる。

　……そんなの……凄く、寂しい……。

　そんな事が脳裏に過りながらも、『寂しくないの？』とストレートに訊ける勇気は持ち合わせていない。
　しかし、俯く相手をそのまま放っておく事も出来ない。
　私は、主旨を変えて訊いてみる事にした。
「……お兄さんは、優しいの？」
　問い掛けると、相手は俯いていた顔を上げ、にっこりと嬉しそうな笑みを浮かべて頷いた。
「お兄様は、凄く優しいよ。お父様と公事に出掛ける事がほとんどで、滅多に会えないんだけど、会える時は一緒に過ごしてくれる。普段は無表情で、あまり笑わないけど……俺と居る時は、笑ってくれるんだ」
「そっか、優しいんだね。」
　凄く、嬉しそうな笑顔を向けて話してくれる。
　しかし私は、どうしても素直に笑えなかった。

　……兄弟なのに、国王からの扱いに格差があるの？

　思考が、マイナスに働いてしまう。
　プラスに考えようとしても、考えるための要素が見当たらない。

「……何ボーッとしてんだ。もうすぐ着くぞ」

「あっ、うん」
　兄の声掛けにハッとして、私は正面に視線を向けた。
　車は、既にショッピングモールの駐車場へと進入している。
　やがて、立体駐車場二階の一角に車を停めると、兄が後部座席を振り返った。そうして、視線をルーアへと向ける。
「ルーア、悪い。少し待っててくれるか？」
　問い掛けに、相手は小さく頷いた。
　その反応に一度口許を緩めてから、しかしすぐに真顔となり、兄は私へと視線を向けた。
「お前は降りろ」
　真剣な眼差しと声色で紡ぎながら、軽く顎で指し示すように命じると、運転席のドアを開いて降り、私の座っているドア側へ。
「ごめんね、ちょっと待ってて」
　窓から覗く兄に、どうしたのかと疑問を感じながら、ルーアに詫びの言葉を掛けてドアを開き、外に踏み出した。
「何？」
　ドアを閉めながら問い掛けると、兄は眉を寄せ、私の耳元に唇を近付ける。
「変に深入りするなよ」
「え？　何が？」
　囁くような兄の声量に、自然と私も小声になった。
　遠回しな疑問を投げると、兄は短い溜め息を吐き、手をこまねいて静かに言葉を紡く。
「ルーアの事に決まってんだろ。さっきの話。放って置けねぇからって、下手に詮索すんのはやめろっつってんだ」
　どうやら、運転しながらルーアの話を聞いていたらしい。それだけでなく、私が問い掛けたりした事も。
　いきなりの忠告に私は納得がいかず、微かに眉を寄せて話を引き延ばす。
「どうして？　話聞いた方が、楽になる事もあるでしょ？」
　問い掛けると、兄は相変わらず静かな声色のまま、落ち着き払ってそれに答える。
「更に深みに嵌まっちまう事だってあるんだよ。聞いたところで、今のお前には何も出来ねぇんだから。解ってんのか？　悔しい思いすんのは、お前なんだぞ。俺は、お前が傷付く姿は見たくねぇ」
　本音が紡がれた。
　しかし、私は唇をへの字にムッとして言い返す。
「何それ。そんなのお兄ちゃんのエゴじゃん。私のために言ってるんじゃなくて、お兄ちゃんのためだよね？」
　その言葉に、兄は私の瞳をじっと見つめ、やがて頷いた。
「そうだな、エゴだ。んな事解ってんだよ。だから、今のお前には何も出来ねぇっつったんだ」
　自分のエゴを認めた上で紡がれた言葉。しかし、私には『だから』で繋いだ言葉の意図が掴めない。
「……意味が解らないんだけど」
　表情をムッとさせたまま、破棄のない声色で呟いた。
　すると、軽く舌打ちをされ、あの半ギレ染みた声が返ってくる。
「あぁ？　だからぁ、お前が高校を卒業したら、好きにすりゃ良いって事だよ。ルーアとの結婚を許す時期と同じに、俺のエゴもそこで終わらせてやるっつってんだ。別に、今だって話聞きたきゃ聞いたって構いやしねぇよ。けど、それまでは何も出来ねぇって事は覚えておけ。俺は、お前が傷付くのは見たくねぇ……って、また同じ事言っちまったじゃねぇか。まぁそういう事だから。ここまで説明してやったんだから、もう解っただろ？　解らなきゃ馬鹿確定な」
　そう言うと、兄は後部座席のドアを開いてルーアを呼んだ。
　私の反応は聞かないらしい。
　まぁ、反論する理由もないけど。
　それから、私は馬鹿でもない。
「話、終わった？」
　車から降りたルーアが、嬉しそうにこちらを見つめ、問い掛けてきた。
　私は、にっこり笑って頷いた。
「うん。終わったよ」
「何の話してたの？」
　首を傾げ、続けて無邪気に問う相手。
　私は、わざと兄に聞こえるような声色で、それに答えた。
「あのね、お兄ちゃんが、ルーアを食べたいって」
「あ？」
　ルーアが降りたドアを閉めた兄の口から、ガラの悪い声が返された。
　すると、ルーアがハッと息を飲み、クスッと笑う。
「猛獣様、怖いね」
　首を竦め、楽しそうに紡がれた小さな言葉。
　私もそれに合わせて首を竦め、笑って同意する。
「怖いねー」
　そんな私達のやり取りを見つめては、呆れを含んだ溜め息を吐きながら、兄は運転席のドアノブに触れてオートロックを掛けた。
「結縁、もうそれ良くねぇか？　そろそろ違うネタ考えろよ。……つーかルーア、俺は理狗様だぞ。誰が猛獣様だコラ」
　眉を寄せ、怒るフリをして紡がれた言葉に、ルーアは上目遣いで兄を見遣る。
　逃げない辺り、慣れてきたと予想。あるいは、怒っていないと解ったのかも知れない。
「……怒ってますか？」
　首を傾げ、鮮やかな瑠璃色で見つめながらの問い掛けに、兄はフッと吐息の笑みを洩らした。
「怒ってねぇよ。怒られてぇのか？」
　優しく答えたかと思うと、わざと歯を剥き出して『グルル』と唸る兄。やはり貴方は猛獣ですね。
　その反応を見たルーアは、ブンブンと首を横に振った。
「だったら、これからも俺の事は、理狗様って呼べよ」
　兄はニッと歯を見せて笑い、ルーアの髪をガシガシと乱雑に撫でる。
「はい、解りました！　貴方は、理狗様です！」
　なぜか嬉しそうなルーア。
　兄の腕に抱き着き、甘えるように、逞しい二の腕へと頬擦りをする。
「おい、やめろよ」
　そんな甘え方は私ですらした事がない。
　慣れない態度に、兄の表情から落ち着きが薄れた。
「良いでしょ別に。減るもんじゃないんだから。ルーアは、甘えたいんだよ」

　……きっと、甘えてこなかったから。

　言葉の後半は心の中に留めた私の穏やかな声色に、兄は一度眉を寄せてから、諦めたように溜め息を吐いた。
「気が済んだら、離れろよ。男同士でこんなベッタリしてんの、知り合いに見つかったら後でからかわれちまうから」
「うん！」
　兄の紡いだ言葉の意味を解っているのかいないのか、ルーアは元気よく返事をしたものの、兄の腕に抱き着いたまま離れようとしない。
　そんなルーアに、兄は疲れたような表情を浮かべつつ、見つめる視線は優しさそのものだ。
　私は、その様子を眺め、穏やかな表情になりながらも考える事はルーアの産まれ育った世界の事。

　……話してくれたって事は、聞いて欲しかったからだと思うから、私は、最後まで聞くよ。高校は、ちゃんと卒業するからね。

「ん？　何だ？」

　考えていると声を掛けられ、ハッとすると兄が眉を寄せていた。
　私は、首を横に振って苦笑する。
「別に、何でもないよ。仲良いなーって」
　その答えに、兄は鼻で笑った。
「んだよ、嫉妬か？　羨ましいのか？」
　片方の口角を吊り上げて意地悪な笑みを見せる相手に、私は表情を引き攣らせて、否定の意を示す。
「お兄ちゃんと一緒にしないで」
　愛する妹の一言に、兄は目を見開いて一度息を飲み、ゆっくりと視線を逸らした。
「……うるせぇよ、馬鹿」

　……。
　
　否定は、されなかった。




第七話　ルーアの世界と繋がる電話


　ルーアが兄の腕から離れたのは、十五分程経ってからの事だった。
　頭を下げて『ありがとうございました』と律儀に礼を述べたルーアに、『気にすんな。いつでも貸してやるよ』なんて優しい事を言っちゃう兄。
　満更でもなかったらしい。
　　
　――。

　ショッピングモールで、ルーアに必要と思われる生活用品を買い込み、私達は二階の駐車場に停めた車へと向かっている。
　しかし、その途中、不意に兄が足を止めた。
　近くのベンチに、持っていた大量の荷物をどっさりと置いて、深く息を吐きながら、一人静かにその場へと座り込んだ。
　いわゆる、ヤンキー座りをし、項垂れて一息吐いている。
「あー疲れた……つーか何で俺ばっか荷物持たなきゃなんねぇんだよ」
　私とルーアは並んで兄の先を歩いていたが、その嘆く声を耳にし、足を止めて振り返った。
「お兄ちゃんしっかりしてよ。一番頼れるんだから」
　我ながら何ともサディスティックな発言だが、それは仕方がない事だ。兄のこんな姿は滅多に見られないと思うと、つい苛めたくなってしまう。
　しかし、兄もただ黙って苛められるわけではない。
　私の言葉に項垂れていた頭を上げ、上目遣いに鋭い眼光でこちらを睨みながら、鬼の形相そのままに言い返してくる。
「クソ馬鹿ナメやがって……テメェは買ったモン少しくれぇ持てやコラ！　俺はテメェのカレシじゃねぇんだぞ！　……マジで、ルーアのモンじゃなけりゃ全部捨ててるわ」
　私に対する呼び方が、『お前』から『テメェ』に変わっている。口調は、ほぼ脅し。
　ヤンキーだ。他の客が、兄から距離を置いて足早に通り過ぎていく。
　
「……あ、あの」

　私の隣に居たルーアが、ぶちギレの兄に声を掛けながら、恐る恐る歩み寄った。勇敢だ。
「あ？　どうした？」
　兄が声量を落として問い掛けると、ルーアは、遠慮がちに先を紡いだ。
「リク様……俺で良ければ、持ちます。元々、俺のものなので」
　相手の言葉に、兄は疲れたような笑みを浮かべる。
「ルーア、お前はまともだな。ありがとさん。じゃあ、この服が入った袋を宜しく頼むわ」
「解りました！」
　嬉しそうに返事をし、手渡された袋を手にするルーア。
　兄は、再度私を睨み付ける。
「おい、結縁も手伝え」　
「はいはい。お疲れ様」
　ルーアが手伝うとなれば、私も手伝わざるを得ない。
　ルーアにだけ手伝わせるなんて非道な事、私には出来ません。
　そんなわけで、私も、鞄やら靴やらの入った袋や箱を両手に持ち、皆揃って車へと戻った。

　――。

　自宅へ向かう車の中。
　買った荷物に囲まれ、私とルーアは狭い空間に座っている。
「……ねぇ、お兄ちゃん」
　私は、運転する兄へと遠慮がちに声を掛けた。
「何だよ？」
　ぶっきらぼうな口調で問われ、私はポツリと文句を垂れる。
「……狭いんだけど」
「あぁ？　仕方ねぇだろ。買ったモンが多かったんだから」
　当然の反応が返ってきた。
　私は、そんな兄に対し、軽く無理難題を口にする。
「車買い替えてよ」
「馬鹿じゃねぇの？」
　呆れた声が返ってきた。
　念のために、一つ言わせて貰おう。
　これは喧嘩ではない。私達の日常そのものだ。
　喧嘩とするには、あまりにも理不尽な事を私が言っている。
　そう。これは、コミュニケーションの一つ。
　お互いに、冗談として言い合っているだけなのだ。
　しかし、それを知らない不安げな瑠璃色が、こちらを見つめている。
　そうして、心配そうに紡がれる言葉。
「ゆえ、怒ってる？」
　怒ってなどいない私は、相手を安心させようと表情を綻ばせてクスッと笑った。
「ううん、怒ってないよ。私達、いつもこんな感じなの。ビックリさせてごめんね」
　そう告げると、相手は不安げに揺れていた瞳を細め、嬉しそうな笑みを浮かべた。
「そっか、良かった。ちょっとビックリしたけど、大丈夫。ありがとう」
　にっこりと笑う、無邪気な相手。
　私は確実に癒されている。
「結縁、弛(たる)んでるぞ。顔が」
　前方から呆れの混じった声を掛けられ、私はルームミラー越しに兄を睨んだ。
　顔が弛んでいるとは、語弊の塊だ。ルーアに癒されて、少し表情がだらしなくなっただけ。
「サイテーなんですけど。女の子にそんな事言ったら普通はなぶられるんだからね。優しい妹に感謝してよ」
　そう返すと、兄は『ぷっ』と小さく噴き笑った。
「なぶられんのか。怖いな。まぁ、お前になぶられたら、なぶり返してやるけど」
　後半は完全なる挑発の言葉。
　兄の挑発には乗ると決めている。
「セクハラ兄貴」
「死んどけ。俺は硬派だ」
　自ら硬派を名乗るとは、笑わせる。
　しかし、恐らくは私の否定を予想して紡がれた言葉。
　だからここは、敢えて肯定してあげようではないか。
「ゴメン。否定出来ない」
「否定しろよ」
　思った通り。
　でも、硬派なのは知ってるよ。私は嘘を吐いていない。
　しかも、思い遣りがあって頭も良い。
　だからこそ、店長という地位に陣取っていられるのだろう。
　ここで会話が終わるのも中途半端なので、私は相手の望み通りの答えを紡いであげる事に。
「お兄ちゃんが硬派とか有り得ない。ナンパしまくって股掛けまくりだもんね」
　言われた通り、しっかりと否定しておいた。
　ルームミラー越しに相手の顔を確認すると、引き攣った笑みを浮かべている。
「お前なぁ、それは言い過ぎ。俺にカノジョが居ねぇって事くれぇ解ってるクセに」
　否定させておいて言い過ぎとはこれ如何に。
　とは思いながらも口には出さず、引き下がる。
「あ、そうだったね。忘れてた」
　モテる要素は多々あれど、兄には彼女が居ない。
　出来ないのか、はたまた作る気がないのか定かではないが、居ないのは確かだ。私はそれ以上何も言えなくなった。
　それでも、兄は気にしていない様子で『ボケたな』と言い返してくる。
　言い返されたら、また言い返したくなるという罠に嵌まるので、やめて欲しいのだが。
「リク様」
「あ？」
　不意に声を掛けられ、兄はルームミラー越しにルーアへと視線を向けた。
　私も、ルーアに視線を向ける。
「お家に着いたら、電話を借りても良いですか？」
「電話？」
　思わぬ言葉が飛び出し、兄の眉が怪訝そうに寄せられた。
　疑問符が浮かんだのは、私とて同じ事。
　この世界に、電話で話すような相手がルーアに居るとは思えない。
「ルーア、どういう事？　どこに掛けるの？」
　問い掛けると、相手はにっこりと嬉しそうに笑みを溢して、答えてくれる。
「お城だよ。どこに居るのかを知らせて、安心させてあげないといけないから」
　はて。自宅の電話から、ルーアのお城に掛ける事など出来るのだろうか。
「そうか、そうだな。解った」
　兄は、疑問が拭えないままに、取り敢えずといった様子で了承した。
　そのまま、自宅へと車を走らせていく。

　――。

「ただいまー」
　荷物を抱えながら玄関を開けて声を掛けると、母がリビングから顔を出した。
「あ、おかえり。随分と買い込んだのねぇ」
　その言葉に、私の後ろから兄が答える。
「服も靴も全部買った。これで、当分は買わなくて済むだろ」
　支払いは全て兄のカードで。私は、荷物を下ろし、ポンポンと兄の肩を叩いた。
「お兄ちゃん太っ腹だね」
「まぁこれくらいは。伊達に色男使って稼いでねぇからよ」
　言い方が野蛮過ぎる。
　一応フォローしておくと、兄はステーキ店の店長として日々店を良くしようと頑張っています。
　ただ、イケメン店員しか居ないというだけの事。
　ほとんど兄がスカウトしているのだが、アルバイトの応募資格に『容姿端麗』という四文字が含まれるのは、あのステーキ店とコンパニオンくらいな気がする。
　……と、不意に肩を優しく叩かれた。
　振り返ると、優しく微笑むルーアの姿。
「ゆえ、電話どこにあるの？」
　首を傾げて問われた内容に、私はハッとして頷いた。
「あ、そうだね。こっちだよ。お兄ちゃん、荷物宜しくね」
「へいへい」
　一段上がった部分に腰を下ろして一息吐いている兄に声を掛け、気怠げに紡がれた返事を聞くと、私はルーアを連れてリビングへ向かった。
　テレビ台の前に来ると、テレビの横に並んで置かれた電話機から受話器を手に取り、ルーアに差し出した。
　それと同時に、確認の意を込めて疑問を口にする。
「これが電話だけど……本当に通じるの？　だって、世界が違うんだよね？」
「うん、通じるよ」
　即答だった。
　電話の使い方は解っているらしく、受話口を耳元に宛がい、そっと瞼を伏せる。
　暫くそのまま黙っている様子を見つめていると、やがて相手が小さく息を飲み、瞼を開いた。そして、こちらに視線を向け、『繋がった』と言いたげににっこりと笑う。

　……本当に！？

　目を丸くして先の展開を待っていると、ぷっくりとした形の良い唇が開かれた。
「あ、俺だよ、ルーア……っ、お兄様！？　あ、えっと……あの……」
　話し始めて間もなく、一度驚きを見せたかと思うと、焦りを滲ませる相手。
　しかし、相手は『お兄様』と口にして驚いていた。
　思わぬ相手だったのだろうか？
　私は、会話の邪魔にならないよう、囁くように問い掛ける。
「ねぇ、ルーア、大丈夫？」
「う、うん……」
　私の声掛けに、相手は両手で受話器を支え直して頷き、一度ゆっくりと深呼吸をしてから、落ち着いて口を開いた。
「……あの、お兄様……俺ね、今、人間の世界に来ていて……」
　送話口へと、これまでの経緯や出来事を話している。
　時折、嬉しそうに頷いたり、照れ笑ったりと、何とも幸せそうな顔を見せてくれた。
「……えっ、ゆえに？　うん、解った！」

　……？

　私の名前を嬉しそうに紡いだかと思えば、通話中の受話器を差し出される。
「えっと……」
　どうするのかと問うように見つめると、ルーアがふふっと笑いを漏らした。
「お兄様が、ゆえに挨拶したいって」
「えっ？」
　予期せぬ言葉に驚きを顕に声を漏らし、しかし本当に相手の兄が電話の向こうで待っているのだとしたら、待たせるわけにはいかない。
　私は、そっと受話器を受け取り、受話口を耳元に宛がった。
「……もしもし」
『ユエ様、初めまして』
　受話口を通しているはずなのに、静かで大人びた優しい声が、脳内へと直接響いてきた。
「初めまして」
『私は、ルーアの兄、ノーイと申します。いきなりの訪問となってしまった事、私の方よりお詫びを申し上げます。ご迷惑をお掛けしてしまい、誠に申し訳ございません』
　とても優しく、丁寧な声色。しかし、どこか、何か足りない。
「いえ、迷惑だなんて、そんな事ありません。ご安心下さい……」
　私は、心に小さな靄(もや)を抱えたまま、首を横に振って丁寧に言葉を返した。
『ありがとうございます。……ルーアに、代わって頂けますでしょうか？』
「あ、はい……」
　何かが欠けた声色のままな相手に、弟と代わるよう求められ、私はルーアに受話器を差し出した。
　その後、ルーアはこの世界に暫く留まる旨を紡ぎ、やがて通話が終了した。
　返された受話器を電話機に戻し、私は、ルーアに視線を向けた。
　その表情は、幸せに満ち溢れている。
　見ていると、こちらまで幸せな気持ちになれそうだ。
　……と、相手が何かを思い出したかのようにハッとした。
「あっ……」
「どうしたの？」
「……お兄様の事、冷たいって思わなかった？」
「え？　そんな事ないけど、どうして？」
「お兄様、俺の前では穏やかだけど、いつもは、感情を殺してるから……冷たく聞こえてたらって思って……。本当は、優しいんだよ」
　そう言って私を見つめる瑠璃色は、鮮やかながら不安を滲ませ揺れている。
　私は、納得していた。

　……足りなかったのは、感情だったんだ。

　心に掛かっていた僅かな靄は、そこで漸く晴れた。
　しかし、なぜ、感情を殺しているのか。気になるところだが、今は訊くべき時ではない。今は、相手を安堵させてあげなければ。
　私は、ふっと表情を穏やかに緩めた。
「うん、解ってる。ルーアのお兄さんだもん。優しいに決まってるよ」
　そう返すと、相手は嬉しそうに無邪気な笑みを浮かべた。

「おい、終わったんなら早くしろよ。特に結縁」

「あ、はーい。ルーアも、一緒においで」
　廊下へと続く扉から兄の声が聞こえ、私は返事をしてルーアに声を掛けた。
　相手は、にっこりと笑って頷いた。
「うん、食べられないうちに行かないとね」
「食わねぇよ。食われてぇなら食ってやるけど」
　地獄耳な兄の冗談めかした反応を聞き、ルーアは楽しそうにクスクスと笑っている。
「怖いねー」
　どうやら、兄とのこのやり取りを気に入ったらしい。
　私達は、買ったものの収納場所を決めるべく、二階へと向かった。
　
　……それにしても、異世界と電話が繋がるとは驚きだ。



第八話　優しい両手と高鳴る鼓動


　二階へ上がり、現在地は兄の部屋。
　袋や箱から、買ったばかりの服や鞄などを取り出して、取り敢えず兄と同じクローゼットへ収納する事に。
　どこに何を仕舞ったかなど、ルーアが解るように伝えながらの作業だ。
　その作業をしつつ、私はルーアに声を掛ける。
「そう言えば、お兄さんは、普段から電話に出ないの？」
　問い掛けたのは、先程の事。
　私は、本当にルーアの世界と電話が通じて驚いた。そして相手は、兄王子が電話に出た事に驚きを隠せずに居たのだ。
　その謎を解こうとしている私の疑問に、相手は一瞬何の事なのか解らないと言うように目を丸くしてから、やがてクスッと笑い、答えてくれる。
「うん。いつもは、お兄様の側近のアルヴァローグが出るんだけど、さっきは、席を外していたのかも」
　
　……アルヴァローグ？

　何か、凄い名前が出てきた。側近というより、護衛を思わせる名前。完全に私の偏見だけど。
　そんな事を考えながら、話を続ける。
「あ、やっぱりそうだったんだね。ルーア、ちょっと慌ててたから、もしかしたらって思って」
　思いのままを告げると、相手は恥ずかしそうに『えへへ』と笑った。
「嬉しくてビックリして、そしたら、何も考えられなくなって、言葉も出てこなくて、焦っちゃった」
　そう言って、小さく舌を覗かせた。
　私は今、心を鷲掴みにされてます。
「おい。見惚れてねぇでさっさと手を動かせ」
　ルーアに釘付けとなっていた私に、容赦なく言葉を突き刺す兄。
　そんな兄の言葉に気付き、私も言葉を投げ返す。
「誰もお兄ちゃんに見惚れてないよ。自惚れは顔だけにして」
　平然と紡いだ言葉に、呆れたような溜め息が兄の口から漏れた。
「顔が自惚れるって何だよ。つーか、ルーアに見惚れてんなって事だよ。言わなくても解るだろ。ちゃんとルーアに説明しながらクローゼットに入れとけよ」
「解ってる解ってる」
　すぐに適当とも取れる返事をすると、『あぁ？』というお決まりの反応が返ってきた。
「返事は一回にしろ」
「はい、ざんねーん。『言わなくても解るだろ』っていうのと、『説明しながら入れとけよ』っていう二つの意味があるのでした」
　自慢げに言い返した私を、兄は鋭く睨み返す。
「イラつく言い方やめろ。つーか変なところで律儀になるなよ紛らわしい。俺、そろそろ昼飯の支度してくっから、後は全部やっとけよ」
「はーい。クローゼットの奥もやっときまーす」
　ニヤリ、と片方の口角を上げて返事をした。
「やめろ」
　なぜか、怒気の混じった声色で制止を命じられた。
　そして、その理由が私には解る。
「なんで？　ＡＶでも隠してる？」
　敢えての疑問形。実際、私はそれがあるのを知っているが、そこは黙って知らないフリ。
「あらあら、理狗も男ねぇ」
　クスクスと笑みを溢し、母が話題に乗ってきた。
「……」
　兄は返す言葉が見当たらないらしい。恐らく……いや、確実に図星だろう。だって本当にあるのだから。
　見られたくないと思っているのなら、兄は意外と純情だ。そして、解り易い性格をしている。
「とにかく、余計なところ漁んなよ」
　視線を逸らし、否定をする事なく、強制的に話題を終了させて、兄は部屋を出て行った。
　その様子を、瑠璃色の視線でじっと追っていたルーア。暫くしてから、私の方へと視線を向け、首を傾げる。
「えーぶいって、なぁに？」
　おっと。これは難問だ。
「それはねぇ、観てみれば解るわよ」
　穏やかに微笑みながら、母が答えた。
　
　……確かに、それが一番手っ取り早いかも。だけど、お兄ちゃんの持っているＡＶは、きっとルーアにとって刺激が強すぎるだろうから、まずは、もう少し浅い物を観てから……。

「……って、そうじゃなくて！」
「？」
　如何様にしても、兄がＡＶを隠している事の意味が無くなってしまう。そんな気持ちから、思わず心の声にツッコんでしまった私に、二人の不思議そうな視線が向けられる。どちらも、ほわんとした天然な空気を醸し出している。
　しかし、タイミングが母の提案後。これは不味い。
「あら、違った？　結縁は、ルーアにどうやって説明してくれるのかしら？」
　やはり、思った通りの展開になってしまった。
　私は、思考をフル回転させて、端的且つ解りやすい答えを探す。
「えっと……性的欲求を促進するための映像、かな」
　急遽ながら、模範的な解答をする事が出来た。これならルーアも納得してくれるに違いない。
　そう思いながら、目を丸くしているルーアと視線を交わらせていると、やがて、その白い頬が赤らんでいく。
「……そ、そうなんですか……」
　ポツリと呟くように紡ぎ、恥ずかしそうに俯いた相手。
　何だこの可愛い生き物は。
　お城から出た事のない王子様。ＡＶなんて観た事はないだろう。
　だから、この反応も、当然と言えば当然かも知れない。
「もー、ルーアは本当に可愛いなぁ。気になったら、お兄ちゃんに訊いてみると良いよ」
　想いを心の中に留め切れず、本音を吐き出しながら軽く肩をポンポンと叩くと、羞恥を含んで微かに潤んだ瑠璃色を上目遣いに此方へと向け、頬を赤らめたまま小さく頷いた。
「うん、ありがとう」
　その言葉と共に、相手は瞼を伏せて、柔らかく笑った。

　――。

　三十分もしないうちに、買ったものを全て仕舞い終える事が出来た。
　母は、兄の手伝いをすると言って既に一階へ降り、ここには私とルーアの二人きり。
「ふう、疲れたぁ」
　クローゼットを閉めながら声を漏らした私に、ルーアが歩み寄る。
「ゆえ、お疲れ様。ありがとう」

　――ふわっ。

「えっ……ルーア？」
　私は、クローゼットを閉めた姿勢のまま固まった。

　後ろから、優しく抱き締められている。

　優しく甘い香りが、後方から漂う。
　私を抱き締める相手は、そのまま左側から顔を覗き込んできた。
　無邪気で鮮やかな瑠璃色の瞳が、嬉しそうに細められている。
「ゆえ、好きだよ」
　躊躇う事なくそう告白する相手は、普段と同様に、可愛さを纏っている。それに加えて、後ろから両腕で包み込むように抱き締めるという、どこか男らしく、カッコいい一面も見せてくれている。
「……」
　紡ぐ言葉が見つからないまま、思わず、相手から視線を逸らしてしまった。
　鼓動が、高鳴る。
　恐らく、不意の出来事だから、と言う理由だけではない。
　上半身を見るだけなら何とも思わないのに、後ろから抱き締められると、こんなにも胸が高鳴ってしまう。その理由は解らないが、今は考える余裕もない。その事に、初めて気が付いた。
　私は視線を落とし、次第に上気していく頬を隠すように俯いて、ポツリポツリと問い掛ける。
「いきなり、どうしたの？」
　そうしてチラッと視線を向けると、相手は穏やかな笑みを浮かべながら、私を抱き締めた理由を述べる。
「ゆえ、疲れたって言ったから、癒してあげようと思って。抱き締めて貰うと、落ち着くでしょ？」
「うん……ありがとう」
　私は、その言葉に頷きながら、内心では全く正反対の事を考えていた。

　……ごめん。落ち着くどころか、心拍数が急上昇してる。

「ゆえ、大丈夫？」
「え？」
　ふとした相手の疑問に、私はうっかり相手を振り返ってしまった。
　私の肩口から覗き込む相手の綺麗な顔が、間近にある。
　微かに開いた形の良い唇に、真っ直ぐ私を見つめる鮮やかでうるっとした瑠璃色の瞳。
　今までに見た事がない、イケメンを通り越した麗しさ。
　そんな相手に見惚れて、やがて……腰が抜けた。
「きゃっ」
「あっ、ゆえ……」
　立っていられなくなってしまった私を、後ろから抱き締めていた相手がしっかりと抱き留めながら、その場にゆっくりとしゃがんでくれた。　
　両膝をついた相手は、完全に座り込んでしまった私の背を片腕で支え、もう片腕で優しく髪を撫でてくれている。
　そうして、心配そうに私の顔を覗き込んで、二度目の問い掛け。
「……大丈夫？」
　これ以上相手に心配を掛けまいと、私は申し訳なさも兼ねて苦笑気味に頷いた。
「うん、ごめんね」
「立てる？」
「大丈夫大丈夫」
　更なる問い掛けに軽く返事をしたが、立とうとして、すぐに顔から表情を失った。

　……やばい。足と腰に力が入らない。

　一気に危機感が押し寄せる。
　少し視線を上げれば、相手の不安げに揺れる瞳。
　そして、現状が兄に知れたらと思うと募る恐怖。
　顔は火照って熱いのに、冷や汗が背筋を伝う感覚に囚われた。
「……もしかして、立てなくなっちゃった？」
　遠慮がちな声色が掛けられ、私は恥ずかしさから俯いて、小さく頷いた。
「ゆえ、やっぱり疲れてるんだね。ご飯の時間になるまで、休もう」
　そう告げる相手は、にっこりと優しい笑みを浮かべている。
　しかし、この腰の砕けは疲れとは無関係である。
「あの、ルーア……わっ」
　相手の勘違いを否定しようと声を掛けたところで、私は思わず声をあげてしまった。
「引き摺るわけにもいかなくて、抱いて移動するしかないから、ごめんね。少しだけ我慢してて」
　私を軽々と抱き上げながら、申し訳なさそうに詫びる相手。
「全然、大丈夫です……」
　貴方は何も悪くありません。
　そんな事より、いわゆる姫抱きをされている現状に、私のハートは爆発寸前。思わず敬語になってしまった。
　すぐに、呼吸が上がり始める。
　密着している状況で、いつ鼓動の速さを知られてしまうかと、更に鼓動が高鳴る事を考えてしまう。
「ここで良いかな」
　小さく独り言を紡いだ相手に、ゆっくりと寝かされた所は兄のベッド。
　毎日欠かさず干して、洗濯は隔日で行っている、清潔感漂うシーツの上だ。
「あ、ありがとう……」
　恥じらいながら礼を述べると、ベッドのすぐ脇に両膝をつき、私を見下ろしながら優しく前髪を撫でてくれる。
　照れて恥ずかしいという気持ち以外、何もない。
　しかし、黙ったままでこの気持ちは拭えないだろう。
　私は、思い切って声を掛ける事にした。
「……、あの……」
　声を掛けたは良いものの、話題は考えていない。
「ん、どうしたの？」
　当然の如く、柔らかく口角を上げ、首を傾げる相手。
　その可愛らしい仕草に相変わらず萌えながら、私は急遽思い付いた問い掛けをする。
「……私、重くなかった？」
　おずおずと問い掛けてみると、相手は瞼を伏せてクスッと笑った。
「全然重くないよ。ゆえ、軽いから気にしないで」
「それなら良かったよ。ありがとう」
　黙っていなくても、私の鼓動は、なかなか落ち着かない。
　まるで、相手の紡ぐ言葉が、全て私のハートを射抜いているかのように、鼓動へと影響を及ぼしている。

　……どうしたら良いんだろう。こんな事、初めてだよ。

　そんな事を考え、私は頬を赤く染めたまま、困ったように相手を見上げた。
　対する相手は、どうしたのかと暫く首を傾げながら微笑んでいたが、やがて何かを思い付いたのか、ハッと小さく息を飲んだ。
　そうして、問い掛けられる。
「ゆえ、熱あるの？」
「えっ……」
　顔は火照っているが、恐らく熱はない。
　もしや、顔が赤らんだせいで、勘違いをさせてしまったのだろうか？　そうに違いない。
　これは弁解しなくては、更なる鼓動の高鳴りに襲われてしまう。
「ルーア、大丈夫。大丈夫だよ、ちょっと暑くて……」
「ゆえ、確認するから動いちゃダメだよ」
　まるで『めっ』と叱るように、相手は可愛らしく頬を膨らませて私の言葉を遮った。
　その可愛さに、私は、つい従ってしまうのだった。
「うぅ……わかった……」
　大人しく身体を仰向けたまま、緊張の眼差しを相手に向けて相手の出方を待つ。
　私の様子に、相手は満足げに嬉しそうな笑みを浮かべた。
「ゆえ、いい子。ありがとう。……熱は、あるかな……」
　そう言いながら、私の額に片手が宛がわれる。
　まだ額同士でなかっただけ助かったが、それでも鼓動への影響は免れない。
　風邪引いた時、何度か兄にも同じ事をされたが、胸の高鳴り方は全然違う。むしろ、兄の時は胸が高鳴る事など皆無だった。カッコいいけどね。
　ルーアは、自分の額にも片手を宛がって、暫く『うーん』と考えていたが、やがて両手を離して、ホッと安堵の息を吐いた。
　そうして、穏やかな瑠璃色を私に向ける。
「本当だ。熱はないみたい。良かった」
　優しい言葉と溢れる笑みに、私もつられて照れ笑いを浮かべた。
　
「おい！　メシ出来たぞ！！」

　唐突に、扉の向こうから兄の怒声にも似た声が響いてきた。
　どうやら、ダイニングから声を上げたらしい。
「ゆえ、大丈夫？」
　兄の声に反応し、私の身体を気遣ってくれる相手。
　私は、口角を上げて頷いた。
「うん、大丈夫だよ。ありがとうね」
　そう応えて、ゆっくりと上体を起こし、両足をベッドから降ろして立ち上がる。
「ほら、もう平気。ルーアのお陰だよ。ありがとう」
　素直に再度礼を述べると、相手は気恥ずかしそうに笑って首を横に振った。
「俺は、ゆえを幸せに出来るようになりたいから……そのために、頑張るって決めたんだ」
「う、うん、そうだったね……」
　相手の言葉に照れ臭くなり、私はまた頬を赤らめて視線を逸らしてしまう。
「……」
「……」
　少しの無言が訪れ、このままでは兄が来てしまうと考えた私は、照れ笑いながら相手に視線を向けた。
「えっと……私も、頑張るから、一緒に頑張ろうね。……と、取り敢えず、ご飯、食べに行こ？」
　緊張して、かなり途切れ途切れになってしまった私の言葉に、相手は無邪気な笑みを浮かべて頷いた。
「うん！　そうだね、お腹空いた」
　そうして、どこか拭い切れない恥じらいを心に留めたまま、私達は兄の部屋を後にした。



第九話　お風呂と猫男子


　今日の昼食は、兄特製のお好み焼きだった。これがまた美味しく、あっという間に全員で完食した。私の食事ペースも、普段より早かったに違いない。
　食べ終えた後、母は買い物へ出る準備をするため、早々に自室へと去っていった。
　私とルーアは、リビングのソファーで休憩中。
　ルーアに至っては、二人前くらい食べたかも知れない。
　少々苦しそうに、ソファーへと上体を横たえている。
「大丈夫？　食べ過ぎた？」
　問い掛けると、相手は眉尻を下げて困ったように笑った。
「うん……美味しくて、食べ過ぎちゃったかも」
　大分交友が深まり親しくなった私達を、キッチンから兄が覗く。
「ルーアは少食だな。……おい結縁、食ったら洗い物くれぇしろよ。ホットプレートは俺がやっとくから」
「はーい」
　怠惰な返事をし、私はソファーから立ち上がってキッチンへと向かった。
　そこには、お好み焼きを焼いたホットプレートの鉄板を綺麗に洗う兄の姿。
　濃紺色のエプロンが、スマートな兄を更に締まって見せ、イケメン度を上げている。
「お兄ちゃん、エプロン似合うね」
　沁々と、本音を告げてみた。
　兄は、その言葉にフッと鼻で笑う。
「もう着慣れたわ」
　そう。兄は、ステーキ店の店長として、エプロンを身に付ける事は日常茶飯事なのだ。
　それは解っているが、何度見てもカッコいいから仕方ない。
「結縁、今日もバイトなんだろ？　ルーアにちゃんと伝えとけよ」
　私の思惑など知る由もなく、ホットプレートに視線を落としたまま真面目な声色が紡がれ、私もフザケる事なく答える事に。
「うん。お風呂は、私が帰ってから入って貰うつもり」
　そこで、兄の手が止まった。
　ゆっくりと、鋭い視線が向けられる
「……まさか、一緒に？」
「は！？」
　恐る恐るな問い掛けに、思わず驚きを顕にしてしまった。少しだけ、頬が赤らんだかも知れない。
　その声に反応したルーアが、ソファーで身体を休めながらこちらを見つめてきたため、私は声量を落として兄に言い返す。
「……もう、お兄ちゃんってホントに心配性だよね。そんなわけないでしょ。シャンプーとかボディーソープとか、世界が違えば色々知らない事だらけだろうから、浴室の外に居てあげるだけだよ」
　自分を想ってくれる相手の気持ちは嬉しいものの、少々過敏に感じ、呆れた溜め息を吐きながら真剣な眼差しで告げた。
　すると、兄は納得し切れていない様子で、渋々引き下がるように視線を手元へと移動させた。
「なんだ、そっか……そうだよな」
　まるで自分を納得させるかのように小さく呟いた相手に、私はニヤリと口角を上げ、これ見よがしに問い掛けてみる。
「一緒に入って欲しかった？」
　その問いに、相手はハッと息を飲み、目を見開いた驚愕の眼差しを私に向けては、すぐに眉を寄せて睨んできた。
「……んなわけねぇだろ、馬鹿。怒るぞ」
　ルーアに聞こえないよう、静かに紡がれた言葉。
　私は、その言葉から相手の必死さを感じ、ちょっとからかっただけとは言えずに、苦い笑みを浮かべて言い返す。
「冗談だよ。っていうか、既に怒ってるでしょ」
　確かに相手は『怒るぞ』と言った。しかし、必死になるあまり、既に口調はお怒りの色を含んでいた。だから、私はそう言ったのだ。
　すると、相手は片手の甲で自分の頬を撫でるように揉んで視線を逸らす。
「別に、怒ってねぇよ……これが、俺の素なんだよ」
　キレの悪い反論だ。
　素ならば、なぜ表情筋を気にする必要があるのか。
　そんなツッコミを心の中で行いつつ、少しツンとした態度で『ふーん』と相槌を打ち、洗い物を再開した。

　――。

　洗い物を終えてから、私はルーアと自室で過ごしている。
　普段勉強している机とセットになっている椅子にルーアが座り、私は家庭教師のような立ち位置で、約束した通りに平仮名の読み方と形を教えていた。
　ルーアは、覚えが早いと思う。
　ノートに書いた五十音の中から、ランダムに指で指し示し、問い掛ける。
「ルーア、これは？」
「わ！」
　正解。
「これは？」
「れ！」
　また正解。
「これは？」
「ね！」
　またまた正解。
「完璧だね」
　全て元気よく答えてくれた相手を褒めると、嬉しそうに『えへへ』と笑みを溢した。
　素晴らしい。この三文字を読み分けられれば、形と読み方に関して、ここまで紛らわしい平仮名はないから問題はないだろう。
　そうして訪れた時刻は、午後四時。時間が経つのは早いもので、そろそろバイトの支度をしなければならない。
「ゆえ、今日もお仕事？」
　時計を確認した私に、ルーアが首を傾げて上目遣いに問い掛けてきた。
　相手が椅子に座っているため、視線は私の方が高い状態。それ故の上目遣いだろうが、堪らなく可愛い。
　つい見惚れかけ、慌てて首を縦に振った。
「あ、うん。そうだよ」
　そう答えると、いきなり両手を握られ、私は目を丸くして相手を見つめる。
「え……？」
「ゆえ、頑張ってね！」
　キラキラとした優しい笑みを溢しながら応援された瞬間、私のやる気は一気に最高潮まで駆け昇った。
「うん、頑張るね！」
　大きく頷き満面の笑みを浮かべて返事をし、相手の元をそっと離れて支度に取り掛かる。といっても、軽く化粧をするだけなのだが。
　ルーアから見えないように背を向け、全身鏡を前に通学用の鞄に入れてあった化粧ポーチからCCクリームを取り出して薄く塗り、軽くアイメイクとリップを付けて、準備完了。
　化粧ポーチを仕舞いながら、相手を振り返って声を掛ける。
「ルーア、私が帰って来るまで、お母さんと家で待っててくれる？」
「うん！　待ってるから、帰って来てね」
　二つ返事で了承してくれたのは嬉しいが、続いた言葉に疑問を感じた。
「勿論、終わったら帰って来るよ。そしたら、お風呂入ろうね」
「？」
　きょとん、としている。
　はて。何か変な事でも言っただろうか？
「……あっ！」
　今度は、何かを思い出したように相手が声を上げた。
「どうしたの？」
　椅子に座ったままの相手に歩み寄り、首を傾げて問い掛けると、眉尻を下げて困ったように相手が答える。
「俺、間違えちゃった。『帰って来るの、待ってるからね』って言いたかったんだ」
　しゅん、と俯いてしまった。
　落ち込んでいる様子だが、そんな相手の表情すら、私の心を鷲掴んでくる。
　萌え死にそうな心を抑えるように、片手で胸元を軽く押さえて、もう片手で優しく相手の肩に触れた。
「ルーア、気にしない気にしない。そんな事もあるよ」
　穏やかに告げると、相手は顔を上げて微かに口角を上げ、瞳を細めて微笑んだ。
「ゆえ……ありがとう」

　――コンコン。

　角砂糖のように、甘く溶けてしまいそうな儚い笑みを浮かべながらの礼を紡がれたところで、扉がノックされた。
　開けなくても、私には兄という事が解り、扉の向こうへ届く程度に声を上げる。
「はいはーい。今行くよー」
「ゆえ、気を付けてね」

　――ぎゅっ。

　まるで、別れの挨拶をするかのように軽い抱擁をされ、すぐに、そっと両腕が離される。
　私は、そんな不意の抱擁に少し頬を赤らめながら頷いた。
「それじゃあ、行ってきます」
　はにかみ笑いながらそう告げて、部屋の扉に手を掛け、静かに開いた。
　その途端に、眉を寄せて目付きの悪い兄が声を挟んでくる。
「おいルーア、結縁のクローゼット漁るなよ」
「？」
「え、何？　急に」
　唐突な言葉に、ルーアは不思議そうに首を傾げている。私は、何事かと表情を引き攣らせて問い掛けた。
　すると、鋭い視線を私に向け、片方の口角を吊り上げて兄は更に言葉を紡ぐ。
「結縁のえっろいセクシーな下着が満載だからよ」
「は！？」
　裏返る程にすっとんきょうな声を上げては、慌ててルーアを振り返った。彼は、頬を真っ赤に染めて目を丸くし、口を半開きにして固まっている。
　私も顔を真っ赤にしては、兄に向き直り、目の前の逞しい二の腕をバシッと叩いた。
「もー！　お兄ちゃんの馬鹿！　セクハラ兄貴！　節操なし！」
「馬鹿言え。さっきの仕返しに決まってんだろ。これであいこな」
　悪びれもせず鼻で笑った相手に頬を膨らませていたが、『先程の事』とは、ＡＶの事だろう。やはり図星でしたね。
　原因が判明するとすぐに正気に戻り、私はルーアを振り返った。視線が交わると、恥じらうように笑って小さく手を振りながら声を掛ける。
「ルーア、行ってきます」
「あ……い、行ってらっしゃい」
　頬を赤らめたまま手を振り返す相手に、私はクスッと笑って部屋を後にした。

　――。

「ゆえ、おかえり！」
「わっ……ただいまー」
　いつも通りに兄の車で帰宅し、玄関を開けた途端、ルーアが飛び付くように抱き着いてきた。
　そのまま、甘えるように頬擦りをされる。
　この頬擦りが堪らなく鼓動を早めるため、私は、されるがままになりながら頬を赤らめた。
　疲れは、自然と消え失せていく。
　しかし、いつまでも、ここでじゃれているわけにはいかない。相手は裸足だ。その綺麗な足が汚れてしまうと、つい心配になる。
「ねぇ、ルーア。まだ、お風呂入ってないよね？　今から入る？」
「あ、うん！　お風呂入る」
　私の問い掛けに頷くと、抱き着いていた両腕を解き、嬉しそうにクスッと笑った。
　その反応に、私は安堵の笑みを浮かべる。
「待っててくれてありがとうね」
　本心から礼を述べると、相手は口角を上げたまま、照れ臭そうに視線を逸らした。
「ゆえにお願いされたら、きっと、俺は何でも聞くよ」
　
　……ルーア、可愛すぎるよ。

　私は、まともなお願いしかしないから問題はないが、兄はやめておいた方が良いだろう。特に、その照れ笑いながらはやめておいた方が良い。あの兄は、何をお願いするか解ったものではない。
「結縁、おかえり。お風呂入るのかしら？」
　リビングから、パジャマ姿の母が顔を覗かせて問い掛けてきた。
「あ、うん。ルーアが入ってから入るよ。……ルーア、お風呂入るから行こう？」　
　母に答えてからルーアに問い掛け、頷いた相手の手を取って洗面所へと向かった。
「えっと、これがバスタオル……あっ、着替えももうあるんだ」
　脱衣場にもなっている洗面所に備えたタンスからバスタオルを取り出そうとしたところで、今朝買ってきたルーアの下着を見つけ、それもバスタオルと一緒に取り出し、浴室近くの棚に置いた。
　ルーアは、浴室のモザイクがかった扉を開き、その中を確認している。
「ねぇ、ゆえ、石鹸は何を使えば良いの？」
　思った通りの質問だ。
　ルーアは、この世界の文字が読めない。シャンプーもボディーソープも何もかもポンプ式の我が家において、どれをどこに使うのか、教えてあげなければ解らないだろうと予想していた。
　私は浴室履きに足を入れて浴室に入り、どれをどこに使うのかを説明してあげた。それから、シャワーは赤色の印がされているバルブを捻ること。時々熱湯が出てくるから循環器の出入り口から離れる事等々、注意すべき点を教え、脱衣場付近に居ることを伝えて、私は洗面所から出て扉を閉めた。
　暫くして、浴室の扉が閉まる音が聞こえた後に、ザーッというシャワの音が響いてきたため、ホッとして壁に背を預ける事が出来た。

　――二十分後。

　相変わらずシャワーの音は響くものの、声を掛けられる事もなく、静かな時間が流れている。

　……静かだなぁ。大丈夫かなぁ？

　あまりの静かさに、ルーアが倒れてやしないかと心配になってきていた、その時だった。

「もう逃がさないよ、絶対に捕まえるんだからね！」

　……ん？

　今の声は、間違いなくルーアのものだ。
　しかし、ルーアは一人で入浴しているはず。
　一体どういう事なのかと、壁に耳を押し当てて聞いてみる。
　浴槽ではしゃいでいるのか、ザブザブパシャパシャと水音が響く。
「待てっ！　待てっ！　……よし、捕まえ……うわっ！」

　……バシャン！　ガン！

「ルーア！？」
　焦りを含んだ声が上がったかと思った瞬間、大きな水音と、ついで鈍い音。
　浴槽で足を滑らせて転んだのだろうと考え、私は慌てて洗面所に入り、浴室の扉を開いた。
　漂う白い湯気の中に、遠慮がちな声を掛ける。
「ルーア、大丈夫？」
「うぅ……」
　小さな呻き声が聞こえ、私は浴室の換気扇を付けた。
　次第に、靄が晴れていく。
　暫くして、肩まで浴槽に沈んだ相手の姿を、鮮明に捉える事が出来るようになった。
　乳白色の入浴剤が入っている。これは最低限の羞恥で済みそうだ。私ではなく、ルーアが。
「ルーア、大丈夫……って、何咥えてるの？」
　思わず問い掛けてしまったが、聞かなくても解る事だった。
「うぅ……うぅ……」
　相手は頭に生えた猫耳を伏せ、片手で後頭部を押さえ痛そうに呻きながら、なぜか自分の尻尾を咥えている。
　彼は、水道の水で猫耳と尻尾が生える。浴室は、ルーアが半猫化するための場所に等しいという事だ。
　呻いていたのは、尻尾を咥えているせいも加味されているようだ。
　そして、先程の言葉や激しい水音。恐らくは、尻尾と追い掛けっこをしていたのだろう。詳しい話は後で聞くとして、今は取り敢えず、相手の口から尻尾を外さなくては。
「ルーア、尻尾放しなよ」
「うぅ……」
「え？」
　何という事か。首を横に振られてしまった。
　尻尾を咥えたまま、上目遣いに泣きそうな顔を向けている美青年。しかも、ほぼその肢体が浴槽に沈んでいたところで、彼は裸。
　その状況を思い出した時、私の思考は、一時的に止まってしまった。



第十話　想定外の着信と想定内の好意



　ここは、『ＳＴＡＲＲＹスターリィ・ＨＥＡＶＥＮｓヘブンズ』。
　出てくる料理はステーキを主としていながら、女性客に的を絞っているステーキハウス。勿論、男性客も大歓迎。お客は女神様とは限らない。
　誰でも入りやすい店舗を目指し、『お洒落に気軽に』をコンセプトに、ベージュを基調として作られた西洋風の内装。二階建てになっていて、その二階はパーティー等で貸し切る事も可能だ。
　そして、理狗は、ここの店長を任されている。
　今は午後の九時過ぎ。客足は大分落ち着いた。
　キッチンの手伝いも不要となり、理狗はエプロンを外して関係者専用ルームのパソコンを前に椅子へと腰掛け、愛用の伊達眼鏡を掛けて細かい文字と数字の並ぶ画面を注視している。ちなみに、この眼鏡はただの伊達眼鏡ではない。ブルーライト軽減仕様なのである。
　彼はこの眼鏡を掛け、時間帯毎にどのメニューがどれ程注文を受けているのかという事や、客の入り状況を確認しているのだ。
　副店長を含む他のメンバーは、ホールやキッチンにそれぞれ出向いていて、この空間には現在、理狗一人だけ。

　……やっぱ、昼時はもっと軽くて安いメニューじゃねぇと女は来ねぇな。皆ファミレスに食われちまう。

　軽く舌打ちをしながら、店から車で二～三分のところにあるファミレスに脳内で文句を垂れた。
　夏に入ってからというもの、黒字を保っていながら、他の季節に比べて、売り上げの低い状態が続いている。

　……来年は、涼しいメニューをもう少し取り入れねぇとダメか。

　そんな事を思案している中、パソコンの置かれている机ではなく、自分の背面側にある休憩用の机からバイブ音が響いてきた。
　パソコン画面を睨み付けながら、そちらに手を伸ばして震えているスマートフォンを手探って取り、眼前に持ってきて視線を移す。
　その発信元を捉え、微かに目を見開いた。

　……結縁？

　妹が、この時間に掛けてくるのは珍しい。というより、バイトの迎え以外は滅多に電話をして来ない。
　何かあったのかと思い、着信を受けた。
「どうした？」
『お兄ちゃん……ルーアが……』
　途切れ途切れに紡がれた声色は、間違いなく妹のものだ。それが、少々震えているように聞こえるのは、電波のせいではないだろう。
　理狗は、詳しい内容を訊こうと問い掛ける。
「ルーアが何だよ？　つーか、声震えてんじゃねぇか。何かされたのか？」
　静かに落ち着いて問い掛けてはいるものの、自然と眉尻が上がって、眉間が寄ってしまう。
『……ルーアが……尻尾を咥えて、放さない……』

　……は？

　険しかった表情が、呆けた。
　だから何だと言うのか。
　風呂に入ったのであれば、ルーアに尻尾が生えてくるだろうという事は、簡単に想像が付く。そして、その尻尾をルーア本人が咥えていようが、何もおかしい事はない。だって猫なのだから。
　理狗は、溜め息を吐いて呆れを含んだ声色で言い返す。
「意味解んねぇよ。自分の尻尾咥えてんだろ？　んなもん、咥えさせときゃ良いだろうがよ。つーか、お前変じゃねぇか？　そんな事で電話寄越しやがって……」
『……うん、変かもしれない……』
　
　……ああ。変だな。

　何より、からかうような理狗の言葉に同意してしまう辺り、変だ。普段ならまず有り得ない。
「……」
『……』
　暫く無言が続いていると、遠くの方から『パシャ』と小さな水音が響いてきた。
「お前、今風呂に居んのか？」
『うん』
　素直な返事に、理狗は続けて問い掛ける。
「ルーアも居んのか？」
『ルーアも……っていうか、ルーアが先に入ってるんだけど、何か凄い音がして、慌てて様子見に来たら、尻尾咥えて後頭部押さえてた。……多分、尻尾と追い掛けっこして足滑らせたんだと思う』
　
　……成る程。浴槽にでも頭打ったか。それなら凄い音すんだろうな。ビビって覗きたくもなるわ。

　しかし、兄としては少々嫉妬の域に入る。
　愛する妹が、美青年な上に裸のルーアを前にしているわけだから、無理もない。
「……で、ルーアの裸を見て興奮してんのか。馬鹿じゃねぇの？」
　軽く嫉妬を洩らしてしまった。
『べ、別に、そういうんじゃないし……っていうか、よく解らない』
　キレの悪い否定をされ、その上、嫉妬の部分に対するツッコミがない。
　
　……図星かよ。

　兄としての色眼鏡も相俟って、妹は美人にしか見えない。にも関わらず、男との恋愛経験が皆無。……それは、なかなか交際を許さない理狗自身のせいでもあるのだが。
　恐らくは、恋というものに対する免疫のなさによってもたらされた焦りが、頭の中を真っ白にし、今現在の着信に繋がったのかも知れない。というのが理狗の推測。
　しかし、仮にそうだとしても、一つ腑に落ちない点が残る事になる。

　……毎日俺を見てんだから、男の裸体は見慣れてるはずなんだよなぁ。

　その部分だけが、どうにもモヤモヤして仕方がない。
　だが、それを訊いたとしても、何となく答えは聞きたくない。
　だから敢えて訊かない事にした。
　理狗は溜め息を吐き、訊かない代わりに解決法を提案する。
「……おい。確か、ルーアは自分の尻尾と追い掛けっこをしていたっぽいんだよな？」
『うん』
「だったら、『放したら尻尾に逃げられる』とでも思ってんじゃねぇのか？　そこんとこを安心させてあげりゃ放すんじゃねぇ？」
『あ……そっか、ありがと……』
　礼を述べた後、どこか安堵したような、吐息の漏れた音が聞こえた。
　そうして、静かに通話が切れる。
　理狗は、ゆっくりとスマートフォンを耳から外した。
　次第に、妹とルーアのやり取りが気になってくる。

　……帰りてぇな。

「店長、お暇なところ宜しいですか？」
「！」
　不意に後方から落ち着いた声色が響き、理狗は微かに肩を跳ねさせて振り返った。
　そこには、濡れ羽色したホール責任者用の燕尾服を身に纏い、濡れ羽色のショートヘアーを綺麗に整えて、濡れ羽色の細縁眼鏡を掛け、その奥に切れ長の目を持つ美青年が立っている。副店長兼ホール責任者の、日向慧斗だ。
　理狗は、そんな相手の掛けてきた言葉が気に障り、こめかみにビシッと青筋を立てて引き攣った笑みを浮かべた。
「よぉ、ゲイでインテリなイケメンの日向副店長。涼しい顔で馬鹿にすんじゃねぇよ。誰が暇だ」
「……」
　しかし、相手は、じっと黙って理狗を見つめている。
　そのまま、いつまで経っても言葉を発しない。
　いつまでも見つめ合う沈黙が続く。
　やがて堪え切れなった理狗は、眉を寄せ、パソコンの置かれた机に頬杖をついて問い掛ける。
「んだよ。何か文句でもあんのか？」
　すると、相手は指先で軽く眼鏡を押し上げてから溜め息を吐き、ゆっくり理狗に歩み寄りながら、小さな反論を紡ぎ始めた。
「店長、いい加減、その呼び方やめてくれませんか？　俺はゲイではありません」
　足が触れない程度の距離まで近付いた相手を見上げ、ガラ悪く言い返す。
「あぁ？　男が好きなんだからゲイで良いだろ」
　この男とは、店長就任当初から、それなりに付き合いがある。その中で、幾度となく『自分は男に好意を寄せる』という事を聞かされてきているのだ。
　適当ながらに、的を得た主張を返すと、今度は大袈裟な溜め息を吐いて肩を落とされた。
「全く。何度も言っていますが、男『が』好きなのではなく、男『も』好きなんです。俺はバイです。いい加減、覚えて下さい」
　真剣な眼差しで見つめられても、理狗にとってはどうでも良いことだ。面倒な論争は御免だと、額に手を当てて苦虫を噛み潰すような表情を浮かべた。
「あー、そういや、そんな事も言ってたな。興味ねぇから忘れてた。つーか、どっちでも良いだろ」
「断固否定します」
　すかさず理狗の意見を封じ、相手は、その理由も兼ねた説明を紡ぎ始める。
「良くありません。全然違いますよ。ゲイは男にしか好意を持たない男の事ですが、俺は男も女もイケますから。何なら、解るように手取り足取り教えて差し上げましょうか？　一度、店長を攻めてみたいと思っていたんですよ。毎晩、寝る前に店長の淫らで物欲しそうな顔を思い浮かべながら一人で……」
「あーもう解ったからやめろッ！　真顔で何とんでもねぇ事抜かしてんだよ。勝手に人を自慰の材料にしやがって……ほとんどテメェの欲望しか垂れ流されてねぇじゃねぇか。マジでゲイ発言にしか聞こえねぇぞ。……ったく、何も教える気ねぇだろ。つーか何も教えてくれなくて良いから」
　あまりにストレートな相手の言葉に堪え切れず、表情を青ざめさせながらその続きを遮って拒否を示すと、足を組んで手をこまねき、背凭れに寄り掛かって鋭く睨み付けた。
「テメェこそ、何度も言わせんじゃねぇよ。俺は女にしか興味ねぇっつってんだろ。相手くれぇ、ちゃんと見極めて選びやがれ。俺にふざけた真似したら、股にぶら下がってるブツ握り潰すからな」
　唸るように紡いだ声色や口調は、まるで威嚇するように警戒の色を示している。
　しかし、相手はその脅し染みた言葉に慣れているのか、動じる事もなくフフッと笑みを漏らした。
「選んだ結果が店長ですから。一年も一緒に居るんですよ。それなりの感情は芽生えます。……あ、俺はタチ専なので、潰されたら困ります」
　最後は笑いすら洩らす相手の頑丈な精神力に、理狗は睨む事をやめ、掛けていた眼鏡を外して呆れを含んだ溜め息を吐いた。
　ＳＴＡＲＲＹ・ＨＥＡＶＥＮｓは、一年前に開店したばかりの新しいステーキハウス。そこで店長として就任したのが理狗だった。そして、開店前より理狗が自らスカウトしていた一つ年下の日向を、副店長として就任させたのだ。時にぶつかり合いながら、喜びも分かち合って今までやって来た。確かに、信頼はあるし、頭も良くて、仕事も出来る。好きか嫌いかと訊かれれば好きな部類に入る。
　しかし、それは人として好きという事であって、これとは話が別である。
　理狗は、外した眼鏡のレンズを光沢感のある専用の布で拭きながら、落ち着き払って言葉を返す。
「選んで俺？　それは初めて聞いたぞ。世の中に男は巨万と居んのに変なヤツだな。残念だけど、俺にそんな感情は芽生えなかったから諦めろ。……つーか、タチ？　抱く側だっけか？　まぁ、んな事俺には関係ねぇし、どうでも良いけどよ……困るとこ、そこじゃなくねぇか？　もっとリアルに困る理由あんだろ」
　言い終えてから、改めて相手に視線を向けると、相手は穏やかに微笑みながら頷いた。
「そうですね、他にもありますが、一番はそこです。むしろ、その部分さえ満たされれば構いません」
　えらく自信満々に紡がれた言葉。理狗は、表情を引き攣らせて助言する。
「……おい、今の発言は撤回した方が良いぞ。節操なしに聞こえっから」
「そうですか？　嫌ですね、そんなつもりはありません。……ですが、これが俺の本心なので」
　そう答えると、相手は優しく微笑んだ。助言は無駄だったらしい。

　……まぁ、個々の自由だから良いけどよ。

　それよりも、今は仕事中だ。他のメンバーが表で働いている中、いつまでも相手との駄弁りに時間を費やしているわけにはいかない。
　理狗は、相手が自分に声を掛けた理由でもある本題を聞く事にした。
「で？　お前、何か用かよ？　俺に節操なしを明かしに来たわけじゃねぇんだろ？」
　気を取り直して問い掛けると、相手は真面目な視線を向けて頷いた。
「ええ、違います。節操なしではありませんが、昭野(あきの)様がお呼びです」
「あっ！？　馬鹿、それ先言えよ」
　思わず声を上げてしまった。なぜなら、本題が重要な事柄であるから。
　昭野様とは、この店に通う常連の女性。
「あー、すみません。忘れていました」
　そう言って、少々苦い表情を浮かべた相手を見つめ、着ているYシャツのボタンをカッチリと第一まで留めながら、軽く責める。
「お前……この短時間でよく忘れられんな」
　すると、なぜか穏やかな笑みを浮かべる相手。
「光栄です」
　何を勘違いしたのか、嬉しそうな言葉が紡がれた。
　その噛み合わない反応が可笑しく、つい笑いが漏れる。
「ふっ……馬鹿、誉めてねぇよ」
「……！」
　思わぬ笑みだったのか、相手が目を見開き、微かに頬を赤らめた。
　しかし、そんな反応をされても困る理狗は、その女性客について問い掛ける。
「……昭野様、何か言ってた？」
　すると、相手はハッとして我に返り、口を開いた。
「料理の出てくるスピードが上がったと、仰って頂けました」
　どうやら誉め言葉のようだ。
　しかし、スピードが上がって質が落ちては本末転倒だ。
　理狗は、真剣な眼差しを向けて更に問い掛ける。
「味の事は？」
「変わらずに、美味しいと」
　その答えに、自然と口角が上がった。
「そっか。これからもっと良くしてかねぇとな。じゃあ、ちょっと行ってくるわ」
「行ってらっしゃいませ。俺は、ここで待ってます」
　にこやかに紡がれた言葉。しかし、理狗は呆れた視線を投げる。
「……。いや、仕事戻れよ」
　そう言い残し、日向の熱い眼差しに見送られながら、ホールへと出ていった。



第十一話　『好き』と兄の本音



　……お兄ちゃん、もうすぐ帰ってくるかな。

　自室の時計に視線を向ければ、時刻は午前０時を回っている。
　そろそろ、兄が仕事を終えて、帰宅する時間。
　しかし、私はまだ寝付けずにいた。
　なぜなら、ルーアが私のベッドで眠っているから。

　あれから、兄の助言通りに『尻尾は逃げたりしないから大丈夫だよ』と、説得を十五分余り続けた末、漸く放してくれた。
　理由は、兄の言っていた事が正しかった。
　口を離せば、尻尾に逃げられると思ったらしい。可愛すぎて堪らなかった。
　そうして、ルーアが風呂を上がってからすぐに私が入り、その後、リビングで寛いでいた母と就寝の挨拶を交わして、自分の部屋へと上がってきた。
　その時、既にルーアは私のベッドで眠っていたのだ。
　猫耳と尻尾を生やしたまま、無邪気で無防備な寝顔を私に晒して。
　危うく、私の中の獣が目覚めるところだった。

　そして今は、それよりも大きな問題に行き当たっている。
　なぜ、兄に電話を掛けてしまったのか。という事だ。

　……ルーアが、尻尾を咥えたまま放さなかったから？

　確かに、尻尾を放してくれない事に微かな焦燥を感じていたのは事実だが、それだけなら、何もおかしい事はない。だって猫なのだから。
　しかし、あの時、私の思考は完全に止まっていた。何も考えられなくなっていた。

　……ルーアが、裸だったから？

　その可能性は低い。
　普段から兄の裸を見てきているため、男の裸程度で思考が止まるなど、有り得ない。そこは自信がある。
　私は、答えが見つからないまま、ベッドの脇に両膝をついて、眠るルーアの猫耳を、そっと撫でた。
　ピクッ、と耳は動くものの、起きる気配はない。
　入浴時間が長かったせいか、未だに消える事のない黒い猫耳。
　艶やかながら、さらさらと触り心地の良いストレートな黒髪。
　白い肌に、整った顔付き。
　今は閉じられているが、長い睫毛の奥に眠る、大きくうるっとした、鮮やかな瑠璃色の瞳。
　可愛く無邪気な性格。
　見つめていると、その全てが相俟って、つい見惚れてしまう。
　出逢ってまだ数十時間だというのに、私の心は、この黒猫王子に奪われてしまったのだろうか……。

　――ガチャン。

「！」
　玄関の閉まる音が響いて、私は部屋の扉へと視線を移した。
　兄が帰ってきたらしい。
　やがて、二階に上がってくる足音が、静かに響いてくる。
　そして……私の部屋の前で止まった。

　――カチャッ。

　ドアノブが動き、扉が開かれる。
　廊下に漏れた明かりを受けながら兄が部屋を覗き、目を見開いた。
　私と、視線が交わっている。『何故起きてる？』と問うような眼差しだ。
「……お前、何やってんだ？」
　兄の問い掛けに、私はベッドを指差した。
　そこには、静かな寝息を立てて気持ち良さそうに熟睡している、ルーアが居る。
　扉の向こうからでは、多分ルーアの姿は確認出来ない。
　しかし兄は、布団の盛り上がりに視線を移し、納得したかのように数回小さく頷いた。
　そうして、声量を抑えて問い掛けられる。
「お前はどうすんだよ？」
　私は、『さぁ、どうしよう』と言うように肩を竦めた。
　それを見た兄は、手をこまねいて溜め息を吐く。
「俺のベッド使うか？」
　平然と問われた内容に、それは申し訳ないと思いつつ問い返す。
「お兄ちゃんはどうするの？」
「リビングのソファーで寝る」
　またもや、あっさりと答えが帰ってきた。
　ソファーは三人掛けで、私が横になっても余裕だが、兄には少々長さが足りない気がする。
　今し方まで働いていた兄を、そこで寝かせるのは、やはり申し訳ない。
　そんな気持ちから、頷く事も出来ないまま黙っていると、兄が真剣な声色で問い掛けてきた。
「……つーかお前、大丈夫か？」
　私は、小首を傾げる。
「何が？」
「『何が？』って、電話して来ただろ。忘れてねぇよな？」
　それは、兄の仕事中に掛けた電話の事だろう。むしろ、それしかない。
　私は、失態にも似たその事柄に気不味さを覚え、視線を逸らして頷いた。
「……忘れてないよ。忘れたいけど」
「あぁ？」
　聞こえなかったのか、はたまた、私の答えが気に入らなかったのか、不機嫌そうな疑問符が返された。
　私は、兄に視線を戻して、取り繕うように理由を紡ぐ。
「だ、だって……自分でも、何で掛けたか解らないし……」
　そんな私に、更なる疑問が投げられる。
「ルーアが尻尾咥えてたからじゃねぇのかよ？」
　言葉を詰まらせそうになりながら、答え続けた。
「それは、その……他に、何も思い当たらなくて……」
「……」
　兄は訝しむように瞳を細め、何も言わず、じっとこちらを見つめている。
　無言の威圧に耐え兼ね、私は慌てて先を紡いだ。
「で、でも、ルーアが尻尾を咥えたまま放してくれなかったのは、本当に困ってたから、助かったよ。ありがとう」
　完全なる作り笑いを向けて礼を述べても、兄は何も言わない。
　そして、何を思ったか、黙ったまま近付いてくる。
　否応なく縮まる距離に、微かな恐怖心が芽生えた。
「な、何？」
　兄は、私の眼前まで来るとその場にしゃがみ、真剣な眼差しで私を見つめ、同じく真剣な声色で問い掛けてくる。
「……惚れてんだろ？　ルーアに」
「！！」
　思わぬ兄の発言に、目を見開いて息を飲んだ。
　驚きを顕にするばかりで肯定も否定もしない私に、続く兄の言葉が降り掛かる。
「出逢って間もないから、一目惚れっつーのか？　目に見えねぇ何か、引き合うものでもあったか？」
「……」

　……そうかも知れない。でも、解らない。

　そこで漸く、私には『恋心』というものが、よく解らないという事に気が付いた。
　ルーアの事は好きだ。しかし、この『好き』が、果たして恋愛感情としての『好き』なのかどうか、解らずにいる。
　困惑の視線を向ける私に、兄は微かに苦い表情を浮かべた。
「恋愛感情における好きっつーもんが、解らねぇんだろうな。俺が、構いすぎて。お前を……」
　そこで、言葉が途切れる。
　私は、首を傾げて見つめ、その先を待った。
　暫く視線を泳がせ、躊躇う仕草を見せてから、先が紡がれる。
「お前を……手放したくなくて……」
　どこか、申し訳なさそうな言葉。
　そうだろうとは思っていた。だから、驚きはしなかった。
「お兄ちゃん……」
　嬉しさが込み上げ、思わず声を洩らしてしまった。
　それとほぼ同じタイミングで、兄が苦笑を溢し、私を見つめる。
「けど、そろそろ、このシスコン染みた嫉妬もやめねぇとダメだろうな。俺がっつーより、お前をダメにしそう」
　その表情には、普段見せないような、憂い。
　兄が、そこを気にしてくれているという事に、私は今、初めて気が付いた。
　そして、兄が起こしている一つの勘違いにも、気が付く事が出来た。

　……『シスコン染みた』ではなく、貴方は本物の『シスコン』です。

　そう。もう一度言うが、兄はシスコンだ。
　そんな事を考えてしまう辺り、私の調子が戻ってきたらしい。
　しかし、それを口に出しはしない。そこまで空気の読めない女ではないから。
　申し訳なさそうな相手に、私は口角を上げてクスッと笑った。
「お兄ちゃん、そんな事気にしないでよ。変な気遣いするなんて、らしくないよ。お兄ちゃんは、堂々とシスコン染みた嫉妬しててくれれば良いんだから。本当に好き同士なら、その嫉妬にも負けないはずでしょ？　要するに、試練だよ、試練」
「結縁……」
　兄の憂いはまだ拭えていない。
「今はよく解らないけど、お兄ちゃんの言う通り、私は、ルーアの事が好きなんだと思う」
「……！」
　兄が、小さく息を飲んだ。隠し切れないショックが、その瞳に滲んでいる。
「だけど、私は、お兄ちゃんの事も好きだよ。今までも、これからも、ずっとね」
「結縁、お前……」
　そこまで紡いで言葉を途切らせる兄に、私は笑顔を向けたまま首を傾げた。
「……いつから、そんなに可愛げが？」
「……え？」
　口許に笑みを携えたまま、疑問符が溢れた。
「ルーアの影響か？　お前は、俺にそんな優しい言葉掛けるような女じゃなかっただろ？　もっと冷たくてキツい言葉を掛けるような女だったよな？　一体どうしたよ？　これも、恋愛感情が芽生えたせいなのか？」
「……」
　兄の動揺が半端ではない。こんなに落ち着きを失う兄を見られるとは、稀少だ。
　しかし、一体私は兄にとってどんな妹だったのか。かなり愛されていたように感じていたのだが、今の発言からは、侮辱されているようにしか感じないのは何故だろう。
　もしや、兄は冷たく無神経な女が好きなマゾなのだろうか。
　私は、笑みを引き攣らせ、呆れた視線を向ける。

　……ほとんど気遣ってんだけど。

　言葉を発しない私を見て、兄は驚愕していた表情を不意に和らげた。
　そうして、ポンポンと頭を撫でられる。
　私は、引き攣らせていた笑みを一先ず取り止め、不思議そうに相手を見つめた。
「……お兄ちゃん？」
　そこには、微笑みにも似た、穏やかな兄の顔。
「何て、冗談に決まってんだろ。どんなお前も、俺の可愛い妹。照れくせぇから、もう言わねぇけど」
　そう告げると、もう一度ポンポンと私の頭を撫で、兄は立ち上がった。踵を返して、扉へと向かう。
　……と、兄が振り返った。
「あ、ちゃんと俺のベッドで寝ろよ？　一緒に寝る事を許した覚えはねぇからな」
　そう言い残し、兄は部屋を去っていった。
　
　……良かった。いつものお兄ちゃんだ。

　特に不安に駆られていたわけではないが、何となく安堵した。
　あんなに優しい笑みを間近で見せて、更には、私の事を『可愛い妹』と称したのだ。少なからず疑いたくもなる。
　私は、先程の兄とのやり取りを思い出し、小さく笑みを溢した。
　普段は見せないような兄の一面を見る事が出来た。
　なぜか、とても嬉しかった。

「……ゆえ？」

「！！」
　小さな声色に、私は肩を跳ねさせてしまった。
「ルーア、起きてたの？」
　ベッドを振り返ると、そこには眠そうに瞼を擦る黒猫王子の姿。猫耳をピクピクと動かしながら、私の問い掛けに頷いた。
「うん……今、起きた。……ゆえ、お話ししてた？」
　寝ぼけ眼を何度か瞬かせながら、少々潤んだ瑠璃色の瞳で見上げる可愛い相手に、私は優しい笑みを浮かべる。
「あ、うん、ちょっとね。起こしちゃってごめんね。私、お兄ちゃんの部屋で寝るから……」
　立ち上がりながら言葉を返していた最中、不意に相手の手が伸び、パジャマの裾を摘ままれた。
「待って……」
　今にも落ちそうな瞼を、必死に開きながら訴える相手。
　私は、後ろ髪を引かれる思いで、再度ベッド脇に両膝をつき、相手を見つめる。
「ルーア、どうしたの？」
「うん……あの、えっと……ね……」
　ふわふわと眠そうな甘い声色を途切れ途切れに溢しながらも、睡魔に耐え切れなくなったのか、ついに瞼が閉じた。
　そのまま眠りに落ちるのかと思っていると、ぷっくりと形の良い唇が微かに開かれ、寝言のような言葉が紡がれる。

「……ゆえ……好き……」

　夢現な告白にも、私は驚かなかった。
　ルーアが、恋愛感情における『好き』を知っているかどうかは解らない。
　でも、仮にそれをルーアが知らないとして、私もよく解っていないのだ。
　だったら、これから一緒に知っていけたら良い。
　ゆっくりは、していられないかも知れないけど。

　……私も……好き、だよ。

　そう心の中で返事をしながら、寝に落ちた相手の繊細な手を、薄めの掛け布団の中へと戻し、静かに立ち上がって自室を後にした。



                                                                                                黒猫は異世界から来た王子様☆①
2017年3月4日　発行　初版
著　　者：雛柚木
発　　行：黒猫王子出版
©2017 雛柚木 Printed in Japan
bb_B_00149119
bcck: http://bccks.jp/bcck/00149119/info
user: http://bccks.jp/user/140406
format:#002t

Powered by BCCKS

株式会社BCCKS
〒141-0021
東京都品川区上大崎 1-5-5 201
contact@bccks.jp
http://bccks.jp





  





雛柚木



シリアス大好物。イケメン大好物。
書くもの何でもシリアス方面にしちゃいます。
イケメンとＶ系は癒し☆
現在、
『イマドキのヴァンパイアには事情があるらしい』
を別サイトから移行中です。
女性向けファンタジー(not恋愛のシリアスもの)となっております。
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